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 平成２９年度事業報告書 
 

 

自 平成２９年４月 １日 

至 平成３０年３月３１日 

 

 

総 括 的 概 要 
 

 平成２９年度のわが国経済は、アベノミクスの「大胆な金融政策」・「機動的な財政

政策」・「民間投資を喚起する成長戦略」により、海外経済が回復する下で輸出や生産

の持ち直しが続くとともに、個人消費や民間設備投資が持ち直すなど民需が改善し、

緩やかな回復基調が続いた。 

 北海道経済においては、好調な観光事業をはじめ生産活動においても持ち直しの 

動きがみられるなど明るい兆しがみられる反面、加速する人口減少、企業の人材不足 

は景気への先行きの不安を強めた。 

 このような状況下にあって、当商工会議所は商工会議所に課せられた責務

を銘記し、関係機関・団体との連携を密にし、当面する景気対策はもとより、

地域経済の再生・振興、社会資本の整備等への対応についての要望等、各般

にわたる施策の展開を強く求めるとともに、商工会議所の重点事業である小

規模企業振興対策は小規模企業者の経営基盤の強化と健全な発展に資する

ため、各種事業の推進に努めた。  
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事 項 別 状 況 

 

１．定 款 及 び規 約 等 

（１）定  款 

 

本年度は定款の変更は行わなかった。 

 

（２）規  約 

  ①平成３０年３月２３日開催の第９７回通常議員総会にて、事務規程並びに給与規程の一部

改正を行った。 

イ．美幌商工会議所事務規程の一部改正 

旧  条  文 新  条  文 

第八章   採 用 ・ 休 職 ・ 退 職             

 

第 57 号 事務局職員及び雇員で次の各号 

の１に該当するときは、退職を命 

ずることができる。 

（１） 身体又は精神の故障により職務

を執るに堪えないとき 

（２） 年齢満６０歳以上に至った日に

属する月の末日まで 

（３） 事務の都合により過員を生じた

とき 

（４） 私事により許可なく２０日以上

執務しないとき 

（５） 会議所職員としての体面を甚だ

しく汚したとき 

 

第八章   採 用 ・ 休 職 ・ 退 職             

 

第 57 条 事務局職員及び雇員で次の各号 

の１に該当するときは、退職を命 

ずることができる。 

（１）定年に達したとき 

（２）死亡したとき 

（３）本人の都合により、退職を願い出た

とき 

（４）省 略 

（５）省 略 

２．前項第１号の定年は、年齢満６０ 

才とし、定年に達した日以後における

最初の３月３１日を定年退職日とす

る。   

３．定年に達した職員が希望する場合は、

期間を１年として再雇用するものと

し、その後満６５歳に達するまで同様

とする。 

４．定年再雇用に関する詳細事項につい

ては、別途定める｢定年再雇用規程｣に

よる。 

附  則 

（実施の時期） 

１． 第５７条の改正規程は、平成３０年４月

１日から実施する。  
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３ 

ロ．美幌商工会議所給与規程の一部改正 

旧  条  文 新  条  文 

第５章 退職給与金 

第１４条  局員が満３年以上勤務し、本商

工会議所の都合、若しくは休職の

満期又は疾病、その他止むを得な

い事情により退職又は死亡した

ときは別表（３）の退職金を支給

する。 

第１５条  事務規程第５７条第４項若し

くは第５項及び第６０条第１号

により解雇された者に対しては、

退職給与金の１部又は全部を支

給しないことができる。 

第１６条  在職満３年に満たない死亡者

又は在職中誠実に勤務したと認

めたときは、相当額を支給する。 

第１７条  在職中、功績特に顕著な者に対

しては、第１４条の規程にかかわ

らず、退職給与金を増加すること

ができる。 

 

別  表（３） 

勤務年数 ３ ４ ５ 

標準最終本

俸×勤務年

数×０．８ 

１２０ 
      

１００ 

１２５ 
         

１００ 

１３０ 
      

１００ 

勤務年数 ６ ７ ８ 

標準最終本

俸×勤務年

数×０．８ 

１３５ 
        

１００ 

１４０ 
      

１００ 

１４５ 
      

１００ 

勤務年数 ９ １０ １１ 

標準最終本

俸×勤務年

数×０．８ 

１５０ 
      

１００ 

１５５ 
      

１００ 

１６０ 
       
１００ 

勤務年数 １２ １３ １４ 

標準最終本

俸×勤務年

数×０．８ 

１７０ 
       
１００ 

１８０ 
       
１００ 

１９０ 
       
１００ 

勤務年数 １５   

標準最終本

俸×勤務年

数×０．８ 

２００ 
       
１００ 

  

 

第５章 退職給与金 

第１４条  省 略 

 

 

 

 

 

第１５条  省 略 

 

 

 

 

 

第１６条  省 略 

 

 

第１７条  省 略 

 
 
 

 

 

 

別  表（３） 

勤務年数 ３ ４ ５ 

標準最終本

俸×勤務年

数 

１００ 
      

１００ 

１００ 
         

１００ 

１００ 
      

１００ 

勤務年数 ６ ７ ８ 

標準最終本

俸×勤務年

数 

１１０ 
        

１００ 

１１０ 
      

１００ 

１１０ 
      

１００ 

勤務年数 ９ １０ １１ 

標準最終本

俸×勤務年

数 

１１０ 
      

１００ 

１２０ 
      

１００ 

１２０ 
       
１００ 

勤務年数 １２ １３ １４ 

標準最終本

俸×勤務年

数 

１２０ 
       
１００ 

１３０ 
       
１００ 

１３０ 
       
１００ 

勤務年数 15～25 ２６～  

標準最終本

俸×勤務年

数 

１４０ 
       
１００ 

１５０ 
       
１００ 
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４ 

（１）勤務６ヶ月以上は１年とし、６ヶ月未

満は切捨てる。 

（２）標準最終本俸とは、退職直前の１年の

平均月額本俸をいう。 

（３）１５年以降は同一年とする。 

 

（１）省 略 

 

（２）省 略 

 

（３）２６年以降は同一年とする。 

（４）平成３０年３月３１日までの支給率は

旧規程により算出した額を支給する。 

（５）自己都合は別表（３）にて計算された

支給額の１５％減とする。 

附  則 

別表（３）の規程は平成３０年４月１日よ

り実施する。 

 

ハ．美幌商工会議所常勤役員退職規程の一部改正 

旧  条  文 新  条  文 

第１条  常勤役員の退職金については、本

規程の定めるところによる。 

 

第２条  常勤役員が退任したときは、別表

により算出した金額を支給する。 

 

 

第３条  職員が常勤役員に選任された場合

は、その時点において職員として

の退職金を支給し、常勤役員を退

任したときは、前条の規程による

常勤役員退職金を支給する。 

 

第４条  常勤役員が退任した場合、会頭が

特に必要ありと認めたときには、

常議員会の同意を得て別に退職功

労金を支給することができる。 

 

第５条  前各条に定めるものの外は、職員

の退職金に関する規程を準用す

る。 

別 表 

勤務年数 
６年 

以下 

１２年

以下 

１８年

以下 

１９年

以上 

標準最終 

本俸 × 

勤務年数 

１２５ 
 

１００ 

１５０ 
 

１００ 

１７５ 
 

１００ 

１８０ 
 

１００ 

１ 勤務６ヶ月以上は１年とし、６ヶ月未満

は切捨てる。 

２ 標準最終本俸とは、退職直前の１年の平

均月額本俸という。 

第１条  省 略 

 

 

第２条  常勤役員が退任した場合、会頭が

特に必要ありと認めたときには、常

議員会の同意を得て退職功労金を支

給することができる。 

第３条  職員が常勤役員に選任された場合

は、その時点において職員としての

退職金を支給し、常勤役員を退任し

たときは、前条の規程による。 

 

 

第４条  削 除 

 

 

 

 

第５条  削 除 

 

 

附  則 

１．本改正規定は、平成３０年４月１日から

実施する。 
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５ 

２．組 織 

（１）会     員 

 

Ａ 会 員 数 

区   分 
前 年 度 末 

会 員 数 

新 規 

加 入 者 数 

脱 会 者 数 

（廃業による）  

年 度 末 

会 員 数 

個 人 ２７３ ５ ６ ２７２ 

法 人 ２５４ ０ ４ ２５０ 

合 計 ５２７ ５ １０ ５２２ 

 

 

会 費 負 担 口 数 別 会 員 数                 

口 数 会員数 口 数 会員数 口 数 会員数 

１ 口 

２ 口 

３ 口 

４ 口 

５ 口 

６ 口 

７ 口 

２０１ 

５１ 

１６２ 

１３ 

４２ 

５ 

７ 

８ 口 

１０口 

１２口 

１３口 

１５口 

１８口 

２０口 

６ 

１３ 

２ 

１ 

３ 

２ 

３ 

２３口 

２５口 

３０口 

３５口 

５０口 

１ 

１ 

７ 

１ 

１ 

（議員の選挙は会費１口に付１票、但し、１会員最高５０票を限度とする。） 

 

Ｂ 部 会 

部 会 名 所 属 業 種 
所 属 部 

会 員 数 

商 業 部 会 

卸売業、各種商品小売業、織物・衣服身の回り小売、

飲食料品小売、自動車等小売、家具・じゅう器家庭器

具小売、その他小売 

１５０ 

建 設 業 部 会 総合建設業、職別工事業、設備工事業 ８０ 

工 業 部 会 製造業全般、運輸・通信業 ８９ 

環 境 衛 生 部 会 飲食店、サービス業（洗濯・理美容業・浴場・旅館業） １００ 

庶 業 部 会 
農業、林業、金融保険業、不動産業 

サービス業（＊環境衛生部会のサービス業以外） 
１０３ 
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６ 

Ｃ 委 員 会 

委 員 会 名 委 員 数 主 な 審 議 事 項 

商 工 業 振 興 委 員 会 １４ 
地域商工業の振興・育成、その他中小企業の振興対策

についての事項 

観 光 振 興 委 員 会 １５ 観光産業の育成、観光客誘致対策等に関する事項 

総 務 委 員 会 １４ 本所の基本的運営並びに他委員会に属せざる事項 

小企業等経営改善資金 

審 査 会 
５ 小企業等経営改善資金貸付に係る審査 

 

（２）特 定 商 工 業 者 

 

区  分 特定商工業者 
内 訳 

会 員 数 非 会 員 数 

法 人 ２５２ １９８ ５４（４６） 

計 ２５２ １９８ ５４（４６） 

（ ）は非会員中、負担金を納入している数 

 

（３）役 員 

Ａ 平成３０年３月３１日現在の各役員の定数及び実数 

区 分 定 数 実 数 備 考 

会 頭 

副 会 頭 

専 務 理 事 

常 議 員 

監 事 

１ 

３ 

１ 

１３ 

２ 

１ 

３ 

１ 

１３ 

２ 
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７ 

Ｂ 平成３０年３月３１日現在の役員の氏名、企業の名称及び企業上の地位、企業の業種 

役 名 氏 名 企 業 の 名 称 及 び 企 業 上 の 地 位 企 業 の 種 類 

会 頭 

副 会 頭 

〃 

〃 

専務理事 

常 議 員 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

監 事 

〃 

後 藤 哲 也 

長 岡 敬 幸 

中 村 仁 郎 

中 川 寿 一 

横 山 清 美 

永 澤 則 次 

横 山 喜 義 

古 舘 繁 夫 

宮 田 博 行 

大 西  均 

田 村 博 昭 

福 田 孝 俊 

佐 々 木 天 洋 

石 田 裕 一 

池   功 司 

大 野 秀 樹 

加 藤 秀 二 

高 橋 清 文 

松 田 寿 夫 

朝 鳥 純 一 

㈱ 三 共 後 藤 建 設  

㈲ マ リ モ  

㈲ 中 村 商 店  

三 星 運 輸 ㈱  

 

㈱ な が さ わ 

㈱ 四 ツ 輪 工 業 

㈲ 古 舘 板 金 工 業 所  

㈱  宮   田   建   設 

㈲ 大 西 燃 料 店 

美 幌 貨 物 自 動 車㈱ 

㈲    ふ     く     だ 

網走信用金庫美幌支店 

ク レ ー ド ル 食 品 ㈱ 

㈲シルバーサポート・ノア 

㈱ 後 楽 園  

㈱美幌マイカーセンター 

㈱ オ ホ ー ツ ク 設 備  

松   田   部   品  ㈱ 

㈱ 朝 鳥 商 店  

社   長 

社  長 

社  長 

社   長 

 

社   長 

社 長 

所   長 

社   長 

社   長 

社   長 

社   長 

支 店 長 

専 務 

社  長 

社  長 

社 長 

社 長 

社 長 

社 長 

建 設 

洋 品 販 売 

不 動 産 業 

運 輸 

 

食 品 販 売 

管 工 事 

板 金 

建 設 

燃 料 販 売 

運 輸 

飲 食 業 

金 融 

食 品 加 工 

福 祉 介 護 

レジャー施設 

車 輌 販 売 

管 工 事 

自 動 車 部 品 

燃 料 販 売 

 

（４）議 員 

 

Ａ 平成３０年３月３１日現在の各議員の定数及び実数 

区  分 定 数 実 数 備      考 

１ 号 議 員 

２ 号 議 員 

３ 号 議 員 

２５ 

１５ 

７ 

２５ 

１５ 

７ 

 

合  計 ４７ ４７  
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８ 

Ｂ 平成３０年３月３１日現在の議員の氏名、企業の名称及び企業上の地位企業の業種 

氏 名 企 業 の 名 称 及 び 企 業 上 の 地 位 企 業 の 業 種 備 考 

１号議員 

澤 田 孝 一 

有  岡  康  則 

猪  本  美  行 

上  西    恵 

佐 々 木 明 彦 

大  野  江  二 

髙  橋  清  文 

大  野  秀  樹 

中 島  強 

山  中  敏  文 

池    功  司 

北 守 但 祥 

高 橋 佳 三 

種  田  善  夫 

石 澤 勝 志 

中  村  仁  郎 

加  藤  秀  二 

広  岡  昭  雄 

福  田  孝  俊 

古  舘  繁  夫 

乙  武  俊  広 

佐 藤 修 三 

味  噌  一  郎 

 

 

㈱ ア ー ト 印 刷 

㈱ 有 岡 木 材 店 

㈲ 猪 本 製 作 所 

㈱  ウ  エ  ニ  シ 

㈱  大  井  機  販 

大 野 種 苗 生 産 販 売 ㈱  

㈱ オ ホ ー ツ ク 設 備  

㈱  後   楽   園 

㈲さくらホールディングス 

㈲  さ   ん  け  ん 

㈲シルバーサポートノア 

㈱ タ イ セ ー 電 器 

㈱ 高 橋 農 機 

㈲  種  田  工  務  店 

㈱ 電 建 

㈲  中  村  商  店 

㈱美幌マイカーセンター 

㈲   ひ   ろ   お   か 

㈲    ふ     く     だ 

㈲古 舘 板 金 工 業 所 

㈲   北   新   電   設 

㈲ ま こ と 屋 

（同）味  噌  精  肉  店 

 

 

社 長 

社  長 

社 長 

社  長 

社 長 

社  長 

社  長 

社  長 

社 長 

社 長 

代 表 

社  長 

社  長 

社  長 

社 長 

社  長 

社 長 

社  長 

社  長 

所  長 

社  長 

社 長 

社  長 

 

  

 

印 刷 業 

建 材 卸 

家具・建具製造 

青 果 物 移 出 

農 機 具 販 売 

種 苗 

管 工 事 

レジャー施設 

飲 食 業 

建 築 工 事 

福 祉 介 護 

家 電 販 売 

農 機 具 販 売 

建 築 業 

電 気 工 事 

不 動 産 業 

車 輌 販 売 

衣 料 品 販 売 

飲 食 業 

板 金 

電 気 工 事 

衣 料 品 販 売 

精 肉 卸 小 売 

 

 

２号議員 
    

永  澤  則  次 

長  岡  敬  幸 

前  田  祐  輔 

㈱   な   が   さ    わ 

㈲    マ     リ     モ 

㈲   前   田   商    店 

社  長 

社  長 

社  長 

食 品 販 売 

洋 品 販 売 

金 物 販 売 

商 業 部 会 

〃 

〃 
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９ 

茂 手 木 敏 夫 

大 西  均 

宮  田  博  行 

田  村  博  昭 

横 山 喜 義 

石  田  裕  一 

蓮  井  博  文 

横  山  直  樹 

三  坂  重  弘 

林    真  男 

柳   勝  昭  

菅  原  雅  之 

 

３号議員 

佐 々 木 天 洋 

後  藤  哲  也 

中  川  寿  一 

大  沼    剛 

田  村  栄  治 

石 栗  秀 

相 馬 嘉 宏 

㈱ 久  山    商    店 

㈲ 大 西 燃 料 店   

㈱   宮   田   建    設 

美 幌 貨 物 自 動 車㈱ 

㈱ 四 ツ 輪 工 業 

ク レ ー ド ル 食 品㈱ 

㈱  蓮   井   鉄   工   所 

㈱   横   山   土    建 

青         葉        荘 

㈲ こ  う   り  ん 

北見信用金庫美幌支店 

菅原雅之税理士事務所 

 

 

 

網走信用金庫美幌支店 

㈱   三  共  後  藤  建  設 

三    星   運   輸  ㈱ 

聖    太   建   設  ㈱ 

㈱  田   村   精   肉   店 

日本甜菜製糖㈱美幌製糖所 

㈱ 北 洋 銀 行 美 幌 支 店 

専 務 

社 長 

社  長 

社  長 

社 長 

専 務 

社  長 

社 長 

代  表 

社  長 

支店長 

所  長 

 

 

 

支店長 

社  長 

社  長 

社  長 

社  長 

所  長 

支店長 

文 具 販 売 

燃 料 販 売 

建 設 

運 輸 

管 工 事 

食 品 製 造 

鉄 骨 工 事 

コンクリート製造 

旅 館 

葬 祭 業 

金 融 

税 理 士 

 

 

 

金 融 

建 設 

運 輸 

建 設 

精 肉 卸 小 売 

製 糖 

金 融 

商 業 部 会 

〃 

建 設 部 会 

〃 

〃 

工 業 部 会 

〃 

〃 

環境衛生部会 

〃 

庶 業 部 会 

〃 

 

 

 

 

 

 

（５）部 会 長 等（平成３０年３月３１日現在） 

 

○ 商業部会 

部 会 長   長 岡 敬 幸    ㈲ マ リ モ   社  長 

副部会長      前 田 祐 輔   ㈲ 前 田 商 店   社  長 

副部会長      茂手木 敏 夫   ㈱ 久 山 商 店   専  務 

 

○ 建設業部会   

  部 会 長      古 舘 繁 夫   ㈲ 古 舘 板 金 工 業 所    所    長 

副部会長      猪  本  美  行      ㈲ 猪 本 製 作 所      社    長 

副部会長      種 田 善 夫   ㈲ 種 田 工 務 店   社  長 



（      ） 

 

１０ 

○ 工業部会 

部 会 長      石 田 裕 一      ク レ ー ド ル 食 品 ㈱      専  務 

副部会長      横 山 直 樹      ㈱ 横 山 土 建   社  長 

副部会長      澤 田 孝 一   ㈱ ア ー ト 印 刷     社  長 

 

○ 環境衛生部会 

部 会 長      福  田  孝  俊      ㈲ ふ く だ      社    長 

副部会長      大 野 秀 樹   ㈱ 後 楽 園   社  長 

副部会長      林   真 男   ㈱ こ う り ん   社  長 

 

○ 庶業部会 

部 会 長      佐々木 天 洋       網走信用金庫美幌支店    支 店 長 

副部会長      菅  原  雅  之       菅原雅之税理士事務所   所    長 

副部会長      池   功 司    ㈲シルバーサポートノア   社    長 

 

（６）委 員 会 等（平成３０年３月３１日現在） 

商 工 業 振 興 委 員 会（１４名） 

委 員 長 

副 委 員 長 

〃 

委 員 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

 

古 舘 繁 夫 

福 田 孝 俊 

佐 藤 修 三 

田 村 博 昭 

高 橋 清 文 

猪 本 美 行 

大 沼  剛 

乙 武 俊 広 

北 守 但 祥 

澤 田 孝 一 

相 馬 嘉 宏 

田 村 栄 治 

前 田 祐 輔 

山 中 敏 文 

㈲ 古 舘 板 金 工 業 所 

㈲ ふ く だ 

㈲ ま こ と 屋 

美 幌 貨 物 自 動 車 ㈱ 

㈱ オ ホ ー ツ ク 設 備 

㈲ 猪 本 製 作 所 

聖 太 建 設 ㈱ 

㈲ 北 新 電 設 

㈱ タ イ セ ー 電 器 

㈱ ア ー ト 印 刷 

㈱ 北 洋 銀 行 美 幌 支 店 

㈱ 田 村 精 肉 店 

㈲ 前 田 商 店 

㈲ さ ん け ん 

所 長 

社 長 

社 長 

社 長 

社 長 

社 長 

社 長 

社 長 

社 長 

社 長 

支 店 長 

社 長 

社 長 

社 長 

 

 

 

 

 



（      ） 

 

１１ 

観 光 振 興 委 員 会（１５名） 

委 員 長 

副 委 員 長 

〃 

委 員 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

宮 田 博 行 

大 野 秀 樹 

味 噌 一 郎 

加 藤 秀 二 

永 澤 則 次 

横 山 喜 義 

上 西  恵 

佐 々 木 明 彦 

大 野 江 二 

菅 原 雅 之 

高 橋 佳 三 

中 島  強 

林  真 男 

三 坂 重 弘 

茂 手 木 敏 夫 

㈱ 宮 田 建 設 

㈱ 後 園 

（ 同 ） 味 噌 精 肉 店 

㈱ 美 幌 マ イ カ ー セ ン タ ー 

㈱ な が さ わ 

㈱ 四 ツ 輪 工 業 

㈱ ウ エ ニ シ 

㈱ 大 井 機 販 

大 野 種 苗 生 産 販 売 ㈱ 

菅 原 雅 之 税 理 士 事 務 所 

㈱ 高 橋 農 機 

㈱ さ く ら ホ ー ル デ ィ ン グ ス 

㈲ こ う り ん 

青 葉 荘 

㈱ 久 山 商 店 

社 長 

社 長 

社 長 

社 長 

社 長 

社 長 

社 長 

社 長 

社 長 

所 長 

社 長 

社 長 

社 長 

代 表 

専 務 

 

 

総  務  委  員  会（１４名） 

委 員 長 

副 委 員 長 

〃 

委 員 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

 

石 田 裕 一 

池  功 司 

横 山 直 樹 

大 西  均 

佐 々 木 天 洋 

有 岡 康 則 

石 栗  秀 

石 澤 勝 志 

田 中 祐 一 

種 田 善 夫 

蓮 井 博 文 

広 岡 昭 雄 

松 本 直 樹 

柳  勝 昭 

 

ク レ ー ド ル 食 品 ㈱ 

㈲ シ ル バ ー サ ポ ー ト ・ ノ ア 

㈱ 横 山 土 建 

㈲ 大 西 燃 料 店 

網 走 信 用 金 庫 美 幌 支 店 

㈱ 有 岡 木 材 店 

日 本 甜 菜 製 糖 ㈱ 美 幌 製 糖 所 

㈱ 電 建 

㈲ 田 中 工 業 

㈲ 種 田 工 務 店 

㈱ 蓮 井 鉄 工 所 

㈲ ひ ろ お か 

㈱ ビ ホ ロ 車 輌 

北 見 信 用 金 庫 美 幌 支 店 

 

専 務 

社 長 

社 長 

社 長 

支 店 長 

社 長 

所 長 

社 長 

社 長 

社 長 

社 長 

社 長 

社 長 

支 店 長 

 

 

 

 



（      ） 

 

１２ 

（７）顧 問  

土 谷 耕 治 美 幌 町 長 

大 原  昇 美 幌 町 議 会 議 長 

降 籏 槙 生 美 幌 駐 屯 地 司 令 

中 野 稔 之 美 幌 警 察 署 長 

若 林 輝 彦 前 会 頭 

 

（８）参 与 

横 山 正 造 前 副 会 頭 

中 村 昭 士 前 監 事 

有 岡 貞 雄 前 監 事 

久 山 邦 徳 前 副 会 頭 

石 澤 信 勝 前 監 事 

 

３．選 挙 及 び 選 任 

（１）議 員 

本年度は１号議員の選挙は行わなかった。 

 

（２）役   員 

   平成２９年６月２３日開催第９６回通常議員総会において、網走信用金庫美幌支店長 

佐々木天洋氏を常議員に選任する。 

 

４．事 務 局 

（１） 事 務 局 の 構 成 

事 

  

務 

  

局 

部 課 名 所 属 事 務 職 員 数 

総 務 課 
庶務、会計、経理、会館管理、行事、調査、広報、 

美幌峠売店管理 
２ 

指 導 課 
小規模事業指導業務、青色申告会及び法人会育成 

労働保険事務組合 
３ 

 

（２）事 務 局 職 員 

Ａ 職員の職務及び氏名 

事務局次長（経営指導員）     深  田  裕  二 

  指 導 課 長（経営指導員）     伊 藤 健 一 

総 務 係 長（補 助 員）      河  野   聡 

  庶   務            大 平 春 香 

漆  原  亜  耶 

 

 

 



（      ） 

 

１３ 

Ｂ 職 員 の 数 

区分 専 任 職 員 経 営 指 導 員 補 助 員 記帳専任職員 傭人 計 

男 

女 

計 

 

２ 

２ 

２ 

 

２ 

１ 

 

１ 

 

 

 

 

３ 

２ 

５ 

 

５．庶            務 

（１）文 書 

（ ）はファクシミリ 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

受 信 
１９１ 

（１９７） 

２３９ 

（１６５） 

２１０ 

（２６５） 

２０３ 

（２６３） 

２１３ 

（１５４） 

１９２ 

（１８７） 

発 信 
８５ 

（５３２） 

６５４ 

（１６０） 

１８０ 

（６３１） 

５４３ 

（９１４） 

７９５ 

（７４９） 

６５０ 

（４１７） 

 

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計 

１９０ 

（２４４） 

２２８ 

（２００） 

２２９ 

（２３３） 

１８７ 

（１１９） 

１７４ 

（１４４） 

２５２ 

（２７６） 

２，５０８ 

(2,447) 

１１５３ 

（７４８） 

４１９ 

（４９４） 

８４４ 

（４７８） 

９００ 

（３７３） 

１２２ 

（３５０） 

１０９ 

（１０９） 

６，４５４ 

（5,955） 

 

（２）表 彰 ・ 受 賞 

Ａ 表 彰 

◎美幌商工会議所商工従業員表彰式 （表彰年月日 平成２９年１１月２１日） 

・特別表彰者（４０年以上）     ㈱ 宮 田 建 設     高 倉 亮 司  他 １名 

・特別表彰者（３５年以上）   ㈲小林トラクター整備工場     舘 野 哲 也  他 ２名  

・特別表彰者（３０年以上）   三 星 運 輸 ㈱   加 藤   学   他 １名 

・勤続２５年以上        ㈲ か つ や      野 田 恭 子    他 ４名 

・勤続２０年以上         ㈲ か つ や     目 黒 晴 美   他  ４名 

・勤続１５年以上         芙 蓉 建 設 ㈱      高 橋 大 樹   他 ３名 

・勤続１０年以上        ㈱オホーツク設備      佐 々 木 伸 也   他  ９名 

 ・勤続５年以上         ㈲エヌ・ケイ農機   松 田 浩 二  他 ９名 

 

Ｂ 受 賞 

◎北海道商工会議所連合会表彰    

受賞年月日 平成２９年６月７日 

表彰規程第３条該当 

        会  頭     後 藤 哲 也 

        副 会 頭     長 岡 敬 幸 

        専務理事     横 山 清 美 



（      ） 

 

１４ 

 ◎日本商工会議所表彰 

  受賞年月日 平成２９年９月２１日 

   表彰規程第２条該当 

        常 議 員     横 山 喜 義 

        監  事     松 田 寿 夫 

  受賞年月日 平成３０年３月１５日 

   表彰規程第２条該当 

        常 議 員     永 澤 則 次 

                 

（３）慶 弔 そ の 他 

関係機関及びその他の式典等に祝辞及び祝意を表し、会員等の不幸には弔慰を表した。 

また、関係団体の転退任に際しては歓送迎会の主催等を行った。 

  ５月１５日 美幌町長義母葬儀告別式 

７月 １日 網走信用金庫理事長ご尊父様告別式 

７月２５日 ㈲古舘板金工業所所長ご母堂様告別式 

８月２５日 ㈲シルバーサポートノア社長ご尊父様告別式 

８月２５日 ㈱三共後藤建設社長ご母堂様告別式 

   １０月２４日 根室商工会議所創立７０周年記念式典 

   １０月２５日 第一特科団長歓迎会 

   １２月１１日 美幌駐屯地司令歓迎会 

１月１１日 聖太建設㈱社長ご母堂様告別式 

１月２５日 （同）味噌精肉店社長ご尊父様告別式 

 

６．会 議 

（１）議 員 総 会 

Ａ 通常議員総会        

◎第９６回通常議員総会 

・日  時  平成２９年６月２３日 

・会  場  美幌経済センター 

・出席議員  議員定数４７名中４５名（内委任状行使者数１３名）、監  事 ２名 

        専務理事・事務局員 ３名 

 議   題 

 決 議 事 項 

第１号議案 平成２８年度美幌商工会議所事業報告について 

第２号議案 平成２８年度美幌商工会議所一般会計収支決算報告について 

第３号議案 平成２８年度中小企業相談所特別会計収支決算報告について 

第４号議案 平成２８年度美幌峠レストハウス運営特別会計収支決算報告について 

第５号議案 平成２８年度役職員退職給与金特別会計収支決算報告について 

第６号議案 平成２８年度財政調整積立金特別会計収支決算報告について 

第７号議案 貸借対照表並びに財産目録について 

第８号議案 びほろ夏まつり特別会計収支決算報告について 

第９号議案 経営発達支援事業特別会計決算法広告について 

第 10 号議案 常議員の補充選任について 

報 告 事 項 

１． 第５回びほろ夏まつり開催について 

２． 美幌ニューツーリズム委員会並びに美幌町観光まちづくり協議会について 

３． 各種事業の進捗状況について 

 



（      ） 

 

１５ 

◎第９７回通常議員総会 

・日  時  平成２９年３月１６日 

・会  場  美幌経済センター 

・出席議員  議員定数４７名中４７名（内委任状行使者数１５名）、監  事 ２名 

        専務理事・事務局員３名 

 議   題 

決 議 事 項 

第１号議案  平成２９年度美幌峠レストハウス運営特別会計収支予算更正について 

第２号議案  平成３０年度事業計画案について 

 第３号議案  平成３０年度会員会費１口の金額及び納付について 

 第４号議案  平成３０年度一般会計収支予算案について 

 第５号議案  平成３０年度中小企業相談所特別会計収支予算案について 

 第６号議案  平成３０年度美幌峠レストハウス運営特別会計収支予算案について 

 第７号議案  平成３０年度役職員退職給与金特別会計収支予算案について 

 第８号議案  平成３０年度財政調整積立金特別会計収支予算案について 

 第９号議案  平成３０年度一時借入金限度額について 

第 10 号議案  平成３０年度びほろ夏まつり特別会計収支予算案について 

第 11 号議案  事務規定の一部改正について 

第 12 号議案  給与規定の一部改正について 

 報 告 事 項 

      １． 美幌町要望書回答について 

２． 東北海道商工会議所連絡協議会提出案件について 

      ３． 女満別空港ビル㈱の株式譲渡について 

 

Ｂ 第９７回臨時議員総会 

・日  時  平成２９年１２月５日 

・会  場  美幌経済センター 

・出席議員  議員定数４７名中４７名（内委任状行使者数１６名） 

             専務理事・事務局員３名 

議   題 

決 議 事 項 

 第１号議案 議員企業会費の見直しについて 

報 告 事 項 

    １． 平成３０年度美幌町に対する要望書提出について 

    ２． 各常設委員会からの事業進捗状況について 

    ３． 美幌町民新年交礼パーティー開催について 

  

（２） 常 議 員 会 

◎第３４２回常議員会  

・日  時  平成２９年６月２３日 

・会  場  美幌経済センター 

・出席役員  １３名 

議   題 

協 議 事 項 

    第１号議案 平成２８年度美幌商工会議所事業報告について 

   第２号議案 平成２８年度一般会計収支決算報告について 

   第３号議案 平成２８年度中小企業相談所特別会計収支決算報告について 



（      ） 

 

１６ 

第４号議案 平成２８年度美幌峠レストハウス運営特別会計収支決算報告について 

   第５号議案 平成２８年度役職員退職給与金特別会計収支決算報告について 

   第６号議案 平成２８年度財政調整積立金特別会計収支決算報告について 

   第７号議案 貸借対照表並びに財産目録について 

第８号議案 びほろ夏まつり特別会計収支決算報告について 

報 告 事 項 

１． びほろ夏まつり開催について 

２． 美幌町観光まちづくり協議会について 

 

◎第３４３回常議員会 

・日  時  平成２９年８月２日 

・会  場  美幌経済センター 

・出席役員  １８名 

議   題   

決 議 事 項  

第１号議案 平成２９年度一般会計収支予算更正について 

  第２号議案 平成２９年度中小企業相談所特別会計収支予算更正について 

  第３号議案 財政調整積立預金の取崩しについて 

  第４号議案 平成２９年度役職員退職給与金特別会計収支予算更正について 

 報 告 事 項  

１．専務理事退職金支給について 

 

◎第３４４回常議員会 

・日  時  平成２９年１１月２０日 

・会  場  美幌経済センター 

・出席役員  １３名 

議   題    

決 議 事 項 

第１号議案 平成３０年度美幌町に対する要望事項について 

 

報告事項 １．議員選挙に伴う今後のスケジュールについて 

       ２．第３４５回常議員会及び第９７回臨時議員総会について 

       ３．新年交礼パーティーについて 

      

◎第３４５回常議員会 

・日  時  平成２９年１２月５日 

・会  場  美幌経済センター 

・出席役員  １５名 

議   題   

協 議 事 項  

第１号議案 議員企業会費の見直しについて 

報 告 事 項 

１．平成３０年度美幌町に対する要望書提出について 

 

 ◎第３４６回常議員会 

 ・日  時  平成３０年３月２３日 

・会  場  美幌経済センター 



（      ） 

 

１７ 

・出席役員  １３名 

協 議 事 項   

   第１号議案  平成２９年度美幌峠レストハウス運営特別会計収支予算更正について 

第２号議案  平成３０年度事業計画案について 

   第３号議案  平成３０年度会員１口の金額及び納付について 

   第４号議案  平成３０年度一般会計収支予算案について 

   第５号議案  平成３０年度中小企業相談所特別会計収支予算案について 

   第６号議案  平成３０年度美幌峠レストハウス運営特別会計収支予算案について 

   第７号議案  平成３０年度役職員退職給与金特別会計収支予算案について 

   第８号議案  平成３０年度財政調整積立金特別会計収支予算案について 

   第９号議案  平成３０年度一時借入金限度額について 

第 10 号議案  びほろ夏まつり特別会計収支予算案について 

第 11 号議案  事務規程の一部改正について 

第 12 号議案   給与規程の一部改正について 

決 議 事 項 

     第１号議案  東北海道商工会議所連絡協議会提出案件について 

   報 告 事 項 

           １．美幌町要望書回答について 

           ２．女満別空港ビル㈱の株式譲渡について 

 

（３）監 査 会 

 ・日  時  平成２９年６月１３日 

 ・場  所  美幌経済センター 

 ・出 席 者      定数 ２名  出席者数 ２名 

 ・監査内容  平成２８年度事業内容並びに一般会計他各決算内容 

 

（４）部   会 

部   会   名 年 月 日 議                              題 

商 業 部 会 ２９．９. ８ １．部会別会員会費口数の見直しについて 

建 設 業 部 会 ２９．９. ８ １．部会別会員会費口数の見直しについて 

工 業 部 会 ２９．９. ８ １．部会別会員会費口数の見直しについて 

環 境 衛 生 部 会 ２９．９. ８ １．部会別会員会費口数の見直しについて 

庶 業 部 会 ２９．９. ８ １．部会別会員会費口数の見直しについて 

 

（５）委 員 会 

委 員 会 名 年 月 日 出席者 議 題 

商 工 業 振 興 委 員 会 

29.11. 2 

30. 3. 2 

 

１０ 

１２ 

 

１．平成３０年度美幌町に対する要望事項 

１. 平成３０年度委員会事業計画案 

２．平成３０年度商工会議所事業計画素案 

３. 東北海道連絡協議会要望事項について 



（      ） 

 

１８ 

観 光 振 興 委 員 会 

29. 11.10 

 

30. 2.28 

１０ 

 

１０ 

１．平成３０年度美幌町に対する要望事項 

２. 観光振興委員会としての事業について 

１．平成３０年度委員会事業計画案について 

２  平成３０年度商工会議所事業計画素案 

３．東北海道連絡協議会要望事項について 

総 務 委 員 会 

29. 9.19 

 

29. 11. 2 

30. 3. 5 

10 

 

9 

11 

１．会費口数の見直しについて 

２. 委員会活動について 

１．平成３０年度美幌町に対する要望事項 

１. 平成３０年度委員会事業計画案について 

２．平成３０年度商工会議所事業計画素案 

３．東北海道連絡協議会要望ついて 

役 職 員 退 職 金 

特 別 委 員 会 

29. 9.11 

30. 2.13 

7 

７ 

１．退職給与金見直しに伴う、給与規程・事

務規程の見直しについて 

小 企 業 等 経 営 

改 善 資 金 審 査 会 

29. 4.25 

29. 7.20 

29. 8.18 

29. 9.27 

29.12.12 

30. 2.14 

5 

5 

5 

5 

5 

5 

審査件数     1件   

審査件数     1件 

審査件数     1件 

審査件数     1件 

審査件数     1件 

審査件数     1件       計  6件 

 

（６）そ の 他 の 会 議 

会 議 名 年 月 日 出 席 者 議 題 

正副会頭会議 

 

 

 

29.  4. 12 

 

 

 

29.  6. 20 

29. 7. 24 

 

 

29. 10. 2 

 

 

 

29. 11.13 

 

 

29. 12. 5 

30.   2. 7 

 

30.   3.13 

8 

 

 

 

8 

8 

 

 

9 

 

 

 

9 

 

 

9 

8 

 

7 

１．第 97回東北海道商工会議所連絡協議会参加 

２．(仮称)美幌観光まちづくり協議会設置  

３．美幌峠レストハウステナント料について 

４. 常議員及びマルケイ審査員の補充について 

１. 常議員会並びに通常議員総会に付議する件 

１．専務理事退職金について 

２．部会別会員口数の見直しについて 

３．第５回びほろ夏まつり開催について  

１．各種事業の進捗状況について 

２．日程調整について 

３．美幌峠レストハウステナント料について 

４. マルケイ審査員の補充について 

１．常議員会開催に付議する件 

２．美幌町新庁舎建設について 

３．各種事業の進捗状況について 

１. 常議員会並びに臨時議員総会に付議する件 

１．日程調整について 

２．美幌町長との懇談会開催について 

１. 常議員会並びに通常議員総会に付議する件 

美幌まちづく

り若者クラブ 

（びほろ愛し隊） 

29. 4. 18 

 

29.  6. 13 

8 

 

9 

１. 第６期美幌町総合計画についての意見交換 

２. 美幌町における広報活動について 

研修会「まち育」出前講座 



（      ） 

 

１９ 

 

29. 10.  6 

 

  

29. 11. 27 

 

11 

 

 

14 

 みんなで育てよう美幌町～協働のまちづくり 

研修会「まち育」出前講座 

美幌町まち・ひと・しごと創生総合戦略について 

 テーマ：「移住」 

移住者とびほろ愛し隊の意見交換会 

 

◎美幌町との懇談会 

日  時  平成２９年１２月１日 

場  所  しゃきっとプラザ会議室 

出 席 者    美幌町長・副町長・教育長・各部長 

美幌商工会議所会頭・副会頭・専務理事・各常設委員会委員長 

 

日  時  平成３０年２月２７日 

場  所  しゃきっとプラザ会議室 

出 席 者    美幌町長・副町長・教育長・各部長 

美幌商工会議所会頭・副会頭・専務理事・各常設委員会委員長 

 
◎美幌町議会経済建設常任委員会との懇談会 

日  時  平成２９年６月１２日 

場  所  美幌商工会議所 役員室 

出 席 者    美幌町議会議長・経済建設常任委員６名・議会事務局長・事務局次長 

美幌商工会議所会頭・副会頭・専務理事・観光振興正副委員長・事務局 

 
日  時  平成３０年１月１８日 

場  所  美幌議会議員控室 

出 席 者    美幌町議会議長・経済建設常任委員６名・議会事務局長・事務局次長 

美幌商工会議所会頭・副会頭・専務理事・各常設委員会委員長・事務局 

 

７．事            業 

（１）各種事業活動 

①観光事業 
イ 美幌峠に所有する展望休憩室(指定管理者)・売店を観光客に対し利便を与えた。 
 

ロ 美幌峠イベント実施支援について 

・日時 平成２９年７月７日（金）午後７時７分 

内容 親子で見よう！天然のプラネタリウム in 美幌峠 

・日時  平成３０年３月２４日 

内容 美幌峠レストハウス２階リニュアル  

 

②中心市街地活性化事業の実施 
イ ポイントカードシステム事業「協同組合スマッピーカードびほろ」事務支援 
 
ロ びほろ町内消費拡大セール事業 

    美幌町連合商店会・協同組合スマッピーカードびほろ・美幌商工会議所の 3 団体で、

消費拡大による美幌町内の経済活性化を目的に「びほろ町内消費拡大セール」を実施。 

１）事業内容 

   「プレミアム付商品券発行事業・子育て世帯応援事業」 

    日 時：７月３０日（日）・１月２８日（日）午前１０時 ～ 午後２時 



（      ） 

 

２０ 

会 場：しゃきっとプラザ「集団健診ホール」   

    内 容 一般の部：10,000 円をプリペイドチャージする際に 1,800 名限定で 3,000

円分の商品券を進呈。 

        若者及び子育て応援の対象者に対しては 10,000 円をプリペイドチャージ 

する際に 600 名限定で 5,000 円分（500 円券×10 枚）の商品券を進呈する。 

２） 協同組合スマッピーカードびほろ年末年始大売出しの支援 

     売出期間 平成２９年１１月１３日～平成３０年１月２日 

     抽 選 会 平成３０年１月３日 グランドホテルダイヤモンドホールにて実施 

     参 加 店 スマッピーカードびほろ加盟店及び美幌町連合商店会協力店 

   内  容 福袋、商品券、商店賞等の贈呈。 

 

③タクシーチケット販売事業の実施  （手数料収益 ８０３，６５２円） 

 

④ＪＲ乗車券販売委託業務事業の実施 （手数料収益 ４６６，６９８円） 

 

⑤美幌町収入証紙元売り事業 

  美幌町ごみ有料化に伴い、美幌町一般廃棄物処理手数料の収入証紙元売りの指定を受け、

指定ゴミ袋の取り扱いを行なった。 

取 扱 店 ５３店 

取 扱 高 １０ℓ    11,507袋    2,301,400円     

２０ℓ    18,750袋    7,500,000円     

３０ℓ    13,411袋    8,046,600円     

４０ℓ    17,933袋    14,346,400円     

２５０円証紙     440枚     110,000円       

５００円証紙     665枚     332,500円       

合  計      32,637,100円   （979,107円） 

 

⑥第５回びほろ夏まつりの開催 

 夏の風物詩である「納涼花火大会」や「盆踊り大会」の実施に加え、「食」を楽しむため「美

級グルメ屋台村」、「地元屋台村」の出店を通じて特産品を提供するイベントを実施。また、

本年は「北海道日本ハムファイターズスマイルキャラバン」を開催したことにより、会場に

訪れた多くの方に参加型のイベントを存分に楽しんで頂き地域振興を図ることができた。 

  開催日時 平成２９年８月１１日（木）・１２日（土） 

 開催場所 美幌小学校グラウンド 

   内  容  （１）納涼花火大会 

（２）盆踊り大会（子供盆踊り・一般盆踊り） 

（３）トライプレインライブ 

（４）美級グルメ屋台村の出店   

        （５）地元売店の出店（焼き鳥、やきそば、うどん、そば、から揚げなど） 

        （６）美高ショップの出店 

        （７）被災地復興応援コーナー 

        （８）実行委員会のビール類販売 

        （９）北海道日本ハムファイターズスマイルキャラバンの開催 

   主 催    びほろ夏まつり実行委員会 

 共 催    ㈱北海道日本ハムファイターズ 

後 援    美幌町 

 

 



（      ） 

 

２１ 

⑦会員サービス事業の実施 

・商工会議所会員並びに従業員の福利厚生事業の一助として各種共済制度、所得補償制度 

ＰＬ保険制度、医療共済制度や共通優待サービス事業を実施。 

・ＪＡＮメーカーコード登録申請業務及び容器包装リサイクル化委託申請業務を実施。 

・会員企業の経営者や従業員、並びに家族の健康管理の充実を目的として健康診断の実施。 

 

⑧合同会社びほろ笑顔プロジェクトに対する支援について 

「豚から広がる ものづくり ひとづくり まちづくり」理念として、豚肉から始まった特

産品開発は、現在年間１０ヶ月間収穫できる北海道唯一の産地であるアスパラガス、知的障

害者施設との連携から生まれた加熱用トマトなど農産物へと広がり、町全体で取り組む町お

こし事業を展開。 

・地域特性を活かした特産品開発 （美幌産トマトケチャップ） 

・美幌町学校給食に参入     （美幌産アスパラ入りうどん） 

・各種物産展および商談会出展 

  ・美幌療育病院 ワークセンターぴぽろとの農福連携事業の開始（加熱用トマト栽培） 

 

⑨合同会社びほろ宅配・便利サービスプロジェクトに対する支援 

  高齢者に加え、障害のある方、病気や子供が小さくて買い物に行けなくて不便を抱えてい

る方及び一般方々の買い物等を支援、さらには５月に大通り北３丁目空き店舗を活用し「さ

らら」を開店し、街なかに賑わいをもたらし高齢者等の憩いの場として提供。 

・登録会員数  ３５５名 

・利用者数  宅配サービス（延べ２２７回）、便利サービス（延べ１６３回） 

・店舗「さらら」の運営 

 

⑩美幌地方自衛隊協力会事業支援 

  美幌駐屯地隊員の激励並びに後援等に努めるとともに、自衛隊の実態を認識し、自衛隊の 

健全な育成・発展に寄与することを目的に役員として事業支援を行った。 

 ・会議等の開催  幹事会（４月１７日）・役員会・総会（５月９日） 

  ・美幌駐屯地創立６６周年記念行事 市中パレード（7月 15日）・記念式典（7月 17日） 

  ・機関紙「北辰新聞」の月１回の発行 

 

⑪自衛隊美幌駐屯部隊充実整備期成会事業支援 

美幌駐屯部隊の存置及び充実整備を図り、併せて隊区内市町村の振興に寄与することを目

的とした、町内の自衛隊協力諸団体及び経済界の代表により構成された団体「陸上自衛隊美

幌駐屯部隊充実整備期成会」の一員として事業支援を行った。 

・会議等の開催  総  会（４月２８日） 

役員会（４月１０日、１１月６日、１月２３日） 

・陳 情 活 動 

日 時 平成２９年１１月２１日、１２月１４日  

陳情先 美幌駐屯地・第５旅団・帯広地方協力本部・第一特科団・北部方面総監部 

日 時 平成３０年２月８日、３月２３日 

 陳情先 防衛省内局・陸上幕僚監部・自民党防衛関係代議士 

 

⑫美幌町健康増進計画推進委員会事業支援 

 町民一人ひとりがそれぞれの望む「健康」を得ることができるように健康づくりを支援し、

それを継続できるための環境を整えることを目指し、「美幌町健康増進計画」を策定。 

 ・委員会の開催 ７月４日、１０月１２日、１２月１２日 
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２２ 

⑬美幌町障害者自立支援協議会事業支援 

 美幌町に居住する障がい者が地域で安心して生活できるよう支援することも目的に活動。 

 ・協議会の開催 ５月３１日、２月８日、３月２７日 

 ・障害福祉懇話会の開催  ６月２９日、１０月６日 

   

⑭美幌町次世代育成支援推進協議会事業支援 

 地域における子育ての支援、教育環境の整備、子供を育成する家庭に適した住宅の確保、 

職業生活と家庭生活との両立の推進その他次世代育成支援対策の実施に関する計画を策定。 

・協議会の開催  ８月１７日、１１月２９日 

 

⑮美幌町地域福祉計画実施評価会議事業支援 

 企業、家庭、地域、福祉団体などが協働し、地域全体の力で解決を目指す「共に生き、支 

え合う社会を実現すること」を目標とし策定した計画の進捗状況、目標達成度の評価をする。 

 ・会議の開催 平成３０年３月２６日 

 

⑯美幌町シルバー人材センター事業支援 

  高齢者の豊かな経験と能力を生かし就労機会の確保に向けた事業の支援を行った。 

  ・会議等の開催  総  会（４月２４日） 

理事会（４月１９日、１１月８日、２月７日） 

 

⑰美幌みどりの村振興公社事業支援 

  自然環境を活用し、地域住民や都市生者に体験学習や野外活動の普及推進を図り、地域の

農林業振興と地域住民の健康増進並びに福祉・文化の向上を図る事業の支援を行った。 

  ・理事会の開催 （５月２５日、１１月６日、３月２６日） 

  ・その他各種イベントの支援 

   

⑱美幌・津別地域季節労働者通年雇用促進支援協議会事業支援 

  季節労働者の通年雇用促進の為、求人開拓、求人情報の事業支援を行った。 

   ・総会      ４月２５日 

・企業相談会   １１月９、１０日 

・セミナー    １１月２５日、２月１日   

・企業マッチング ９月１５日    

 

⑲びほろブランド認証協議会の運営 

・びほろブランド認証委員会   ９月１４日  

・びほろブランド推進協議会   ９月２２日  １９品目を認証する。 

びほろブランドとは・・・ 

美幌産の優れた商品を「びほろブランド」として認証し、他の商品との差別化を図り全国へ

の販路拡大に向けたＰＲをしていこうというものです。その目的は、地域内で連携を図り美幌

町の魅力ある商品の認知度やイメージをより高め、６次産業化の促進や地域経済を活性化させ

ることにあります。 

 びほろブランドの認証は、基本事項に合致した申請商品について、５つの認証基準、①物語

性（商品コンセプト）、②独自性、③信頼性、④市場性、⑤将来性を総合的に勘案して決める

ものであります。 
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２３ 

平成２９年度「びほろブランド認証品」 

 

認証 

番号 
認  証  商  品 会   社   名 

１ 

旨辛牛ホルモン  (美幌まるまんま醤油入り) 

北海道産牛ホルモンに自社独自の辛口のタレと美幌豚醤ま

るまんまをブレンドした商品です。 

㈱田村精肉店 

美幌町大通北４丁目  

   ℡ 73-3125 ２ 

美幌和牛ハンバーグ 

美幌の牧場で飼育された、美幌和牛のハンバーグ。 

自社オリジナルの味付けです。 

３ 

美幌豚醤まるまんま 

美幌産の豚肉を贅沢にそのまま熟成させて全国でも類のな

い豚醤。 

加水など一切せず、豚肉本来の旨みが凝縮。 

さまざまな料理の隠し味に、お使いいただける魔法の一滴。 

(同)びほろ笑顔プロジェ

クト 

美幌町仲町 1丁目  

  ℡ 73-5251 

４ 
豚醤 めんつゆ 

豚醤「まるまんま」を使用し、深いコクと旨味が自慢の逸品。 

５ 

美幌アスパラ入り うどん 

美幌特産のグリーンアスパラをペースト状にしたものと、道

産小麦粉を練合わせ、独特のもっちり食感に仕上げました。  

６ 

びほろ豚ジンギスカン(みそ味) 

美幌産の豚肉に「美幌豚醤まるまんま」の旨味が染み込んだ、

みそ味ベースの豚ジンギスカンです。 

たくさんの野菜と一緒に調理していただければ、より一層美

味しく召し上がれます。 

７ おかず味噌(たまねぎ) 美幌高校で栽培している青大

豆を使って商品化した自慢の

「おかず味噌」です。 

具材もできるだけ地元産を使

い全て手作り。たまねぎの他

に 4 種類をご用意しました。

ごはんのお供、おでん、野菜

サラダ、冷奴などにどうぞ。 

美幌観光物産協会 

美幌町新町 3丁目  

  ℡ 73-2211 

８ おかず味噌(肉) 

９ おかず味噌(行者にんにく) 

１０ おかず味噌(ふきのとう) 

１１ おかず味噌(なんばん) 

１２ 

美幌和牛ほろほろ煮込みカレー 

＜牛肉と玉ねぎの町だから、ふんだんに使える贅沢＞ 

美幌産の黒毛和牛・玉葱・人参・馬鈴薯（サッシー）をふん

だんに使用し美幌らしさを全面に出した「オニオンビーフカ

レー」（レトルトカレー）。 
美幌町農業協同組合 

美幌町青山南３０－１  

℡ 72-1111 

１３ 

美幌小麦中太ちぢれ麺 

美幌産小麦を使用したラーメンを六次産業化・地産地消法に

基づき、開発販売を事業化。 

高品質な小麦、「春よ恋」と「ゆめちから」をブレンドし、

それぞれの特性を活かして、「小麦の香りや風味、コシやの

ど越し」にこだわって商品です。 
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２４ 

１４ 

彩るソース アスパラ 

特産の「アスパラ」をペースト状に

して、色鮮やかなソースを瓶詰めに

しました。 

美幌のにんじんと

アスパラがソースに

なりました。 

サラダのドレッシ

ングにはもちろん料

理や惣菜、スイーツ

にもぴったりです。 

 

 

 

 

美幌町農業協同組合 

美幌町青山南３０－１  

℡ 72-1111 

１５ 

彩るソース にんじん 

特産の「にんじん」をペースト状

にして、色鮮やかなソースを瓶詰め

にしました。 

１６ 

ＢＩＨＯＲＯ ＣＨＯＣＯ （びほろチョコ） 

美幌産の野菜チップと北海道産のライスチップがほどよく

絡んだクランチタイプのチョコレート。 

じゃがいも（サッシー）はマイルドなチョコレートに。 

かぼちゃは食感豊かなペポナッツ（種）入りのマイルドなチ

ョコレートです。にんじんはホワイトチョコレートになりま

した。 

１７ 

オホーツクメープルシロップ 

2 月〜3 月にかけて採取した、イタヤカエデの樹液を長時間

煮詰め（1/50まで濃縮）た、100％びほろ産甘味料です。 

パンやホットケーキはもちろん、醤油にも良くなじみますの 

で、隠し味としてもご利用いただけます。 

平 野 茂 夫 

美幌町豊岡 100番地  

  ℡ 73-0768 

１８ 

美高生うどん 

美幌高校の生徒さんが栽培した小麦を当社と高校がタイア

ップして開発した商品です。 

美幌高校小麦１００％の小麦粉で、高校生が自ら麺線・商品

デザインをして当社と連携し出来上がった生うどんです。 

㈱マルワ製麺 

美幌町大通南 5丁目  

  ℡ 73-3371 

１９ 

美幌豚醤まんじゅう 

「美幌豚醤まるまんま」が隠し味。 

オホーツク産小麦のモチモチした皮に豚醤のコクが加わり、

道産小豆を使用した甘さ控えめの自社製こしあんに合う商

品です。 

まんじゅうに 2つ穴を空けて、包装パッケージにも豚の鼻を 

あしらい、デザインも楽しんでいただける商品です。 

㈲山本菓子舗 

美幌町仲町 1丁目  

  ℡ 73-3445 
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２５ 

⑳役員・議員に対するＦＡＸ通信事業 

号 数 発  行  日 掲     載     事     項 

１９２ 

１９３ 

１９４ 

１９５ 

１９６ 

１９７ 

１９８ 

１９９ 

２００ 

２０１ 

２０２ 

２０３ 

２９． ５． １ 

２９． ５．１７ 

２９.  ６． ５ 

２９． ７．２７ 

２９． ９． ６ 

２９． ９． ７ 

２９．１０． １ 

２９．１０．１１ 

２９．１１．１７ 

２９．１２． ８ 

２９．１２．２６ 

３０． ２．１６ 

新規高等学校卒業予定者求人申込 

美幌町における景気動向調査報告書 

びほろ宅配・便利サービス事業依頼 

美幌町における景気動向調査報告書 

北海道横断自動車道網走線アンケート調査協力 

会員特典 札幌付属専門学校入学ご案内 

セミナーご案内 

ＪＲ石北線維持・存続に向けてシンポジウムご案内 

美幌町における景気動向調査報告書 

ＪＲ釧網本線存続に向けてシンポジウムご案内 

年末年始の業務ご案内 

美幌町役場新庁舎建設に関する町民説明会ご案内 

 

㉑美幌高等学校「インターンシップ」事業の支援 

勤労や職業観の理解の深化を図り、コミュニケーション能力を養い、地域産業についての

理解や地域社会に貢献できる人材育成を目的とする「就業体験」事業の支援を行った。 

  日  程   平成２９年８月１８・１９日  第２学年 対象 

  受入企業   ３０事業所 

 

㉒美幌ふるさと祭り事業支援 

美幌町手作り出店実行委員会を編成し、暴力団の関係する露店を排除し、町民参加による

手作り出店を推進し、美幌ふるさと祭りを実施した。 

  実施日  平成２９年９月４・５・６日     

場 所  神社通り 

 

㉓美幌版総合戦略「美幌町まち・ひと・しごと創生推進委員会」事業支援 

人口急減・超高齢化という大きな課題に対し、美幌町の特徴を活かした自律的で持続的な

社会を創生するための「美幌版総合戦略」を策定することを目的に事業を行った。 

・会議の開催（６月１３日、７月２７日、８月７日、１２月２１日、３月２９日） 

 

㉔美幌町観光まちづくり協議会事業支援 

本協議会は、各関係機関が一体となって取組むことを目指した美幌町観光振興革新戦略ビジ

ョンに掲げた事項を実行し、美幌町民を豊かにするためのまちづくりを目的に設立し事業展開

を行った。 

 

（１）ブランド構築のための計画策定 

○先進地事例調査（平成 29年 9月 11日・12日） 

長野県阿智村ナイトツアー視察調査 

㈱阿智☆昼神観光局 星空観光ブランディング戦略研修 

㈱南信州観光公社体験型プログラム実施研修 

○女満別空港利用者の道東旅行に関するヒアリング調査（5ヵ年実施） 

    目的：美容と健康をテーマにした観光客ニーズ調査 

    時期：平成 29年 8月 26日（土）・27日（日）サンプル 211日（回収ベース） 

○都市農村共生フォーラム「都会の疲れを美幌で癒す」 

日時：平成 30年 3月 24日（土） 14：30～16：40  参加者 87名 
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２６ 

（２）農産品の高付加価値化 

○美幌食材フェアの開催（東京都「旬八」天王洲店 期間 2/27～3/13 2週間） 

     出品目：おかずみそ、メープルシロップ、豚醤まるまんま 、ほろほろ煮込みカレー 

（３）滞留型観光商品開発 

○美幌ＹＯＧＡのストレス等緩和効果検証 

○専門家モニターツアーの実施 

   実施期間：平成 29年 10月 26日（木）～27日（金）1泊 2日 

   専 門 家：竹本アイラ（情報）、十河日佳里・砂川みづき（体験）、崔幸子・小舘りさ（食） 

○「美容」や「健康」をテーマとした観光についてのＷＥＢ調査の実施 

    対象：首都圏に居住する 20 歳以上の男女個人のうち、ヨガを学習・実践している者 

    期間：平成 29 年 7 月 3 日（月）〜7 月 10 日（月） 

    サンプル数：スクリーニング調査 2,603 人、本調査 500 人 

○観光まちづくり協議会ウェブサイト開設（http://reborntrip-bihoro.com/） 

（４）計画策定に向けた会議等 

○協議会の開催：4/26 8/3 10/20 2/16 

○幹事会の開催：5/9・6/1・28・7/25・11/17・12/1・18・2/15・3/2 ・12・23 

○ワークショップの開催：7/14 8/25 

 

㉕青年部活動 

１．会          議 

（１）通  常  総  会 

１）日  時 ２９年４月２４日（月）１９：００～ 居酒屋 加賀屋 

出 席 者 ２２名、委任状６通  

来   賓 中村副会頭、味噌ＯＢ会長 

決議事項 ①２８年度 事業報告・収支決算報告について 

２）日  時 ３０年３月３１日（土）１９：００～ 肉の割烹 田村 

出 席 者 １８名、委任状７通 

来   賓 味噌ＯＢ会長 

    決議事項 ①３０年度 事業計画（案）・収支予算（案）について 

         ②３０年度 特別会費徴収（案）について 

         ③日本商工会議所青年部第 31回北海道ブロック大会美幌大会 

                      開催概要（案）・収支予算（案）について 

 

（２）臨  時  総  会 

１）日  時 ２９年８月１７日（木）１９：００～ 居酒屋 加賀屋 

出 席 者 １５名、委任状１３通 

決議事項 ①３０年度 会長予定者選出について 

②３０年度 北海道ブロック大会美幌大会 大会会長選出について 

③３０年度 日本商工会議所青年部 出向理事選出について 

④３０年度北海道ブロック大会主幹に伴う経費の支出について 

２）日  時 ２９年１１月２０日（月）１８：３０～ 役員室 

出 席 者 １４名、委任状１３通 

来   賓 後藤会頭、中村副会頭、中川副会頭、横山専務理事、味噌 OB会長 

決議事項 ①３０年度 役員予定者選出について 

②３０年度 北海道ブロック大会美幌大会実行委員長及び部会長選出 

③美幌商工会議所青年部規約一部変更について 

 

http://reborntrip-bihoro.com/
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２７ 

（３）役    員    会 

１）日  時 ２９年４月７日（金）１８：３０～ 

    場  所 居酒屋 天照 

    議  題 ①平成２９年度 通常総会提出案件について 

         ②通常総会開催日（案）並びに終了後の内容について 

         ③美幌町企業合同入社式及び研修会について 

２）日  時 ２９年５月９日（火）１９：００～ 

    場  所 美幌経済センター 役員室 

議  題 ①５月定例会「30年度全道大会準備会」について 

②６月定例会及び青年部ＯＢ会交流会開催日について 

③７月事業「第２回美幌街コン」開催日等について 

④道東協議会第１回会長会議及び懇親会の開催について 

３）日  時 ２９年６月５日（月）１８：３０～ 

    場  所 美幌経済センター 役員室 

    議  題  ①６月定例会「青年部 OB会との交流会」について 

         ②７月事業「第２回美幌街コン」について 

         ③平成 30年度 北海道ブロック大会美幌大会開催概要について 

         ④青年部事務局事務移行について 

４）日  時 ２９年７月７日（金）１２：００～ 

    場  所 美幌経済センター 役員室 

    議  題 ①７月事業「第２回美幌街コン」（7月 29日開催）について 

         ②第 31回 北海道ブロック大会美幌大会について 

         ③北海道ブロック大会湯之国登別大会（９／９）の参加について 

         ④道東協議会第２回会長会議 並びに 単会情報交換会・交流会 

         ⑤エコキャップ運動啓発＆ＹＥＧ家族親睦例会 

５）日  時 ２９年８月７日（月）１２：００～ 

    場  所 美幌経済センター 役員室 

    議  題 ①臨時総会提出案件について 

         ②第 31回 北海道ブロック大会美幌大会 各部会報告について 

         ③北海道ブロック大会湯之国登別大会 参加方法について 

         ④第２回美幌街コン事業報告について 

         ⑤2018びほろ冬まつり実施会場についての意見集約 

         ⑥美幌町青年団体焼肉交流会開催について 

  ６）日  時 ２９年９月５日（火）１２：００～ 

    場  所 美幌経済センター 役員室 

    議  題 ①第 31回 北海道ブロック大会美幌大会について 

         ②９月例会「特産品開発」開催について 

         ③びほろ冬まつりに対する関わりについて 

         ④平成３０年度 日本商工会議所青年部役員候補者推薦について 

  ７）日  時 ２９年１０月５日（木）１２：００～ 

    場  所 美幌経済センター 役員室 

    議  題 ①臨時総会提出案件について 

         ②第 31回 北海道ブロック大会美幌大会・各部会報告について 

         ③10月定例会「北海道ブロック大会美幌大会・全体会議」開催について 

         ④平成 30年度 日本 YEG第 1回役員予定者会議について 

         ⑤日本 YEG第 35回会長研修会 神話の郷 出雲の國「ご縁会議」 

         ⑥北海道 YEG道東協議会 第３回会長会議開催について 
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８）日  時 ２９年１１月８日（水）１２：００～ 

    場  所 美幌経済センター 役員室 

    議  題 ①臨時総会提出案件について 

         ②第 31回 北海道ブロック大会美幌大会・各部会報告について 

         ③美幌商工会議所三役との意見交換会の進行方法について 

         ④平成 30年度ブロック大会開催地連絡会議について 

         ⑤近隣ＹＥＧとの交流例会について 

         ⑥北海道 YEG代表役員会・北海道理事会（第 4回）について 

         ⑦第 5回青年部が創る夢ある北海道会議 

  ９）日  時 ２９年１２月６日（水）１２：００～ 

    場  所 美幌経済センター 役員室 

    議  題 ①第 31回 北海道ブロック大会美幌大会・各部会報告について 

         ②１２月例会「会員親睦例会」開催について 

         ③北海道 YEG代表役員会・北海道理事会（第 4回）参加者報告 

         ④北海道 YEG 創立 30周年記念式典並びに記念祝賀会について 

         ⑤岩見沢商工会議所青年部「創立 30周年記念式典」について 

  10）日  時 ３０年１月４日（木）１９：００～ 

場  所 居酒屋 加賀屋 

議  題  ①第 31回 北海道ブロック大会美幌大会・各部会報告について 

②１月定例会「３０年度全道大会準備」例会 

③岩見沢 YEG 2018年「新春の集い」について 

④北見商工会議所青年部１月例会（新年会）について 

⑤第 37回 全国大会岐阜かがみはら大会 

⑥平成 30年度日本 YEG 第 3回役員予定者会議等について 

⑦美幌町明るい選挙推進協議会委員の推薦 

11）日  時 ３０年２月１３日（火）１２：００～ 

    場  所 美幌経済センター ３階 会議室 

    議  題 ①第 31回 北海道ブロック大会美幌大会・各部会報告について 

         ②通常総会・卒業式開催日程について 

         ③北海道ＹＥＧ代表役員会・北海道ＹＥＧ理事会（第５回） 

         ④岩見沢商工会議所青年部創立 30周年記念事業・記念式典・祝賀会 

         ⑤平成 30年度 美幌町企業合同入社式及び研修会について 

         ⑥美幌町明るい選挙推進協議会委員の推薦 

 

（４）現・新年度役員会 

日  時 ３０年３月９日（金）１２：００～ 

場  所 美幌経済センター 役員室 

議  題 ①通常総会提出案件について 

         ②第 31回 北海道ブロック大会美幌大会・各部会報告について 

         ③美幌町企業合同入社式及び研修会について 

 

（５）第 31回北海道ブロック大会美幌大会部会会議 

１）総務式典部会 ６回 

２）分科会部会  ５回 

３）懇親会部会  ９回 

４）合同部会   １回 

 



（      ） 

 

２９ 

２．事           業 

（１）定  例  会 

１）４月定例会「新会員歓迎・会員懇親会」 

日  時 ２９年４月２４日（月）１９：４５～ 

      場  所 居酒屋 加賀屋 

    出 席 者 ２６名 

２）５月定例会「30年度全道大会準備」 

日  時 ２９年５月２５日（木）１９：００～ 

      場  所 美幌経済センター 役員室 

出 席 者 １４名 

協議事項 ①平成３０年度 第３１回北海道ブロック大会美幌大会概要（案） 

②７月事業 第２回 美幌街コン事業計画（案）について 

  ３）６月定例会「ＯＢ会との交流会」 

日  時 ２９年６月２１日（水）１８：３０～ 

場  所 居酒屋 加賀屋 

出 席 者 １５名 

協議事項 ①第３１回北海道ブロック大会美幌大会概要（案）について 

４）１０月定例会「30年度全道大会準備」 

日  時 ２９年１０月２５日（水）１９：００～ 

      場  所 美幌経済センター 役員室 

    出 席 者 １３名 

    協議事項 ①平成２９年度 第３０回北海道ブロック大会登別大会開催模様 

         ②平成３０年度北海道ブロック大会 主幹アクションプログラムについて 

         ③各部会より協議・検討内容の報告 

  ５）１１月定例会「美幌商工会議所三役との意見交換会」 

日  時 ３０年１１月２０日（月）１９：００～ 

      場  所 美幌経済センター 役員室 

    出 席 者 （会議所）後藤会頭、中村副会頭、中川副会頭、横山専務、味噌 OB会長 

         （青年部）１６名 

協議事項 ①第３１回 北海道ブロック大会美幌大会開催概要について 

６）１２月定例会「会員親睦例会」 

日  時 ２９年１２月１６日（土）１８：３０～ 

      場  所 なつかし屋 

    出 席 者 １２名 

７）１月定例会「30年度全道大会準備」 

日  時 ３０年２月１日（木）１９：００～ 

      場  所 美幌経済センター 役員室 

    出 席 者 １５名 

    協議事項 ①平成３０年度北海道ブロック大会美幌大会開催概要（案）について 

         ②各部会事業計画概要報告 

８）２月定例会「30年度全道大会準備」 

日  時 ３０年３月２日（金）１９：００～ 

      場  所 美幌経済センター 役員室 

    出 席 者 １５名 

    協議事項 ①北海道ブロック大会主幹・全体会議 

         ②２９年度卒業生を送る夕べ事業計画について 

         ③３０年度美幌町企業合同入社式 事業計画について 
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（２）美幌ＹＥＧ事業関係・他団体との交流 

１）美幌町企業合同入社式・研修会 

日  時 平成２９年４月１４日（金）１３：００～ 

入 社 式 13：00～ ６社１０名参加 

研 修 会 13：30～ 新入社員研修「人財となるためのビジネスセミナー」 

              講師  コーチングオフィス ライズ 代表 田中 薫 氏 

    交 流 会 19：30～８名参加 

場  所 美幌経済センター３階会議室・第２研修室 

    青 年 部 １０名 

２）エコキャップＰＲ運動 

日  時 平成２９年７月１６日（日）１１：００～ 

    場  所 美幌和牛観光祭り会場 

    参 加 数 １０名 

    内  容 ティッシュ配り・懇親会 

３）美幌の街で素敵な出会いを「第２回 美幌街コン」 

日  時 平成２９年７月２９日（土）１９：００～２１：００ 

    場  所 町内４店舗（ワンダー、ピーナッツボーイ、ブッタ、ファイブ） 

    参 加 者 男性１１７名、女性８３名 計２００名 

    開催目的 美幌町の飲食店の発展を目指す。また町内外の方々の交流人口を増やし、 

経済効果を促がす。そして町外からの来場者に美幌町の楽しい夜を過ごし 

ていただく機会創出とし観光の促進に繋げる。 

４）美幌夏まつり設営・撤収支援 

日  時 ２９年８月１０日（木）１１日（金）１３日（日）２日間 

場  所 美幌小学校グランド 

参 加 者 坂本会長ほか７名 

５）美幌町青年団体焼肉交流会 

日  時 ２９年８月２７日（日）１２：００～１４：００ 

場  所 美幌町みどりの村キャンプ場 

参 加 者 青年部１２名、他青年団体８名 

６）平成２９年度 美幌ＹＥＧ卒業式 

    日  時 ３０年３月３１日（土）１９：４０～ 

    場  所 肉の割烹 田村 

    卒 業 者 大沼 泰 ・ 中川 英保 

 

（３）北海道 YEG・日本 YEG関連諸会議 

１）北海道商工会議所青年部連合会 代表役員会 

第１回 日 時 ２９年５月１３日（土）１５:００～１６:３０ 

場 所 北海道経済センター／出席者：大野秀樹 

第２回 日 時 ２９年７月１日（土）１２:００～１３:１５ 

場 所 砂川市 地域交流センターゆう／出席者：大野秀樹 

第３回 日 時 ２９年９月８日（金）１１:００～１２:３０ 

場 所 登別市 市民会館／出席者：大野秀樹 

第４回 日 時 ２９年１２月９日（土）１１:３０～１３:３０ 

場 所 京王プラザホテル札幌／出席者：大野秀樹 

第５回 日 時 ３０年３月１０日（土）１４:００～１６:００ 

場 所 京王プラザホテル札幌／出席者：大野秀樹 

２）北海道商工会議所青年部連合会 理事会 
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第１回 日 時 ２９年５月１３日（土）１６:３０～１８:００ 

場 所 北海道経済センター／出席者大野秀樹・坂本美紗・村田将昭 

第２回 日 時 ２９年７月１日（土）１５:００～１６:３０ 

場 所 砂川市地域交流センターゆう／出席者：大野秀樹・坂本美紗 

第３回 日 時 ２９年９月８日（金）１３:３０～１４:３０ 

場 所 登別市 市民会館／出席者：大野秀樹・坂本美紗 

第４回 日 時 ２９年１２月９日（土）１３:３０～１４:４５ 

場 所 京王プラザホテル札幌／出席者：大野秀樹・坂本美紗・村田将昭 

第５回 日 時 ３０年３月１０日（土）１６:００～１７:４５ 

場 所 京王プラザホテル札幌／出席者：大野秀樹・坂本美紗 

  ３）日本商工会議所青年部平成２９年度北海道ブロック会長会議 

第１回 日 時 ２９年７月１日（土）１５:００～１７:３０ 

場 所 砂川市地域交流センターゆう／出席者：大野秀樹・坂本美紗 

第２回 日 時 ２９年９月８日（金）１５:００～１７:００ 

場 所 登別市 市民会館／出席者：大野秀樹・坂本美紗 

 ４）ブロック大会開催地連絡会議 

第１回 日 時 ２９年１２月１日（金）１１：００～１２:００ 

場 所 島根県 出雲市 

参 加 村田将昭・石澤りん 

第２回 日 時 ３０年２月１６日（金）１３：００～１４:００ 

場 所 岐阜県 各務原中央ライフデザインセンター 

参 加 大野秀樹・坂本美紗 

※北海道ブロック大会湯之国登別大会 連絡会議 

日 時 ２９年７月１日（土）１５:００～１６:３０ 

場 所 砂川市地域交流センターゆう 

参 加 大野秀樹・小関元春・石澤りん・浦野紘史・伊藤健一 

５）北海道商工会議所青年部連合会 道東協議会 会長会議 

   第１回 日 時 平成２９年５月２０日（土）16：00～17：30 

       場 所 美幌経済センター 役員室（出席者２２名） 

       内 容 平成２９年度活動、筆頭副会長・副会長・専務理事について 

   第２回 日 時 平成２９年８月５日（土）16：00～ 単会情報交換会 17：00～ 

       場 所 美幌経済センター 会議室（出席者３５名） 

       内 容 第３０回北海道ブロック大会湯之国登別大会について 

   第３回 日 時 平成２９年１１月２５日（土）13：00～14：00 

       場 所 遠軽町 ホテル サンシャイン（出席者２４名） 

       内 容 道東協議会 平成３０年度 会長予定者選出について 

６）第３０回商工会議所青年部 北海道ブロック大会湯之国登別大会 

日 時 ２９年９月９日（土）１０：００～２１：００ 

場 所 登別市 市民会館 他 

出席者 ３３名全員登録 

７）成長戦略ビジョンフォーラム 

日 時 ２９年１２月９日（土）１５：００～１７：００ 

場 所 京王プラザホテル札幌 

出席者 大野秀樹・坂本美紗・村田将昭・石澤りん・久山武徳 

８）北海道商工会議所青年部創立３０周年記念事業 

日 時 ３０年２月３日（土）１６：００～２０：００ 

場 所 札幌パークホテル 
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出席者 大野秀樹・坂本美紗 

９）ＹＥＧが創る夢ある北海道会議 

第１回 ２９年５月１２日（金）１７：００－１９：００ 

北海道経済センター／出席者：石澤りん 

第２回 ２９年６月１７日（土）１６：００－１８：００ 

第二北海道通信ビル／出席者：大野秀樹・村田将昭・久山武徳・石澤りん 

第３回 ２９年８月１８日（金）１６：００－１８：００ 

北海道経済センター／出席者：石澤りん 

    第４回 ２９年１０月１４日（土）１６：３０－１８：００※事業部会 

第二北海道通信ビル／出席者：坂本美紗・村田将昭・久山武徳・石澤りん 

第５回 ２９年１１月１８日（土）１６：００－１８：００ 

京王プラザホテル札幌／出席者：石澤りん 

  10）日本商工会議所青年部 第３５回全国会長研修会神話の郷出雲の国ご縁会議 

日 時 ２９年１１月３０日（木）～２日（土） 

場 所 島根県 出雲市／出席者：大野秀樹・坂本美紗・村田将昭・石澤りん 

11）日本商工会議所青年部 第３７回全国大会 岐阜かがみがはら大会 

日 時 ３０年２月１５日（木）～１７日（土） 

場 所 岐阜県 各務ヶ原／出席者：大野秀樹・坂本美紗 

12）日本商工会議所青年部 役員候補者会議（出席者：大野秀樹） 

第１回 ２９年１０月 ６日（金） ７日（土） 開催地：千葉県柏市 

    第２回 ２９年１１月２９日（水）３０日（木） 開催地：島根県出雲市 

    第３回 ３０年 １月２５日（木）２６日（金） 開催地：沖縄県宮古島市 

    第４回 ３０年 ２月１５日（木）１６日（金） 開催地：岐阜県岐阜市 

    第５回 ３０年 ３月１６日（金）１７日（土） 開催地：山口県防府市 

 

３．美幌町内諸会議等への出席 

１）和牛まつり実行委員会（出席者：坂本 美紗） 

    ２９年４月１１日 役場別館、５月２６日 経済センター 

  ２）夏まつり実行委員会（出席者：坂本 美紗） 

    ２９年５月９日 経済センター、８月２日 経済センター 

  ３）冬まつり打ち合わせ（出席者：坂本 美紗） 

    ２９年８月９日 経済センター 

  ４）冬まつり実行委員会（出席者：坂本 美紗） 

    ２９年８月２９日、９月２８日、１２月２１日、３０年３月２６日  

  ５）冬まつりイベント部会（出席者：坂本 美紗） 

    ２９年９月１９日、１０月１０日、１１月１３日３０年１月２２日  

 

４．諸 団 体 へ の 加 入 及 び 連 携 

１）北海道商工会議所青年部連合会  副会長  大野 秀樹（道東協議会会長兼務） 

２）北海道商工会議所青年部連合会  理 事  坂本 美紗 

３）北海道商工会議所青年部連合会  幹 事  村田 将昭 

４）びほろ冬まつり実行委員会     委 員  坂本 美紗 

５）美幌観光物産協会         理 事  坂本 美紗 

６）美幌観光和牛まつり実行委員会   委 員  坂本 美紗 

７）美幌町暴力追放推進協議会    会 員  安井 俊司 

８）美幌まちづくり若者クラブ    委 員  高田浩彰・石澤 晋・久山武徳 
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（２）意 見 活 動 

○第９７回東北海道商工会議所連絡協議会提出 （５月１１日） 

○平成２９年度自由民主党移動政調会提出     

 

社会保険料率の軽減並びに適用拡大の反対について 

 

平成１５年４月から、健康保険や厚生年金保険の保険料は負担の公正化を図るため、月額報

酬と賞与について同率の保険料を賦課する「総報酬制」が施行されました。 

国は平成１６年１０月より厚生年金保険料を段階的に引き上げてきており、平成２９年９月

に標準月額報酬等に対して１８．３％（労使折半）に固定されるまで引き上げることになって

いる。この保険料の引き上げは、企業の費用負担増となり経営を圧迫するものである。 

 こうした中、「短時間労働者に対する社会保険の適用拡大」については、「年金機能強化法」

として、短時間労働者への社会保険適用拡大を従業員数５０１人以上の企業を対象に、労働時

間では現行の「週３０時間以上」から「週２０時間以上」に、年収を「１０６万円以上（月額

賃金８８，０００円以上）」にとそれぞれ拡大し、平成２８年１０月１日より適用実施されて

いる。一方、５００名以下の企業については、平成３１年９月３０日までに検討を加え、その

結果に基づき、必要な措置を講ずるとされている。 

ついては、景気浮揚及び消費の拡大を図るためにも保険料の軽減を実現するとともに、短時

間労働者等非正規労働者の適用拡大がこれ以上実施されることがないよう要望する。 

 

 

女満別空港の就航体制の整備について 

 

 女満別空港は、オホ－ツク地域における本州、道央地域を結ぶ重要な航空拠点として産業経

済の発展、観光振興はもとより文化・スポーツ交流など地域社会の発展に重要な役割を果たし

ている。 

現在、同空港は道内の新千歳、丘珠と道外では東京、名古屋と結ぶ直行便、大阪（関西）の

季節運航(６月～１０月)、平成２０年１１月にＩＬＳ３６（ＩＬＳ双方向化）が供用開始され

離着陸の安全性向上が図られるなど道東観光の拠点、またビジネス客の交通手段として利用さ

れている。 

また、北海道の７空港を一括して民営化する動きが加速し、一体的な経営による地域と向き

合った空港運営が重要となっている。ＬＣＣ誘致や国際チャーター便等を含む、インバウンド

の需要の取り組みに向けたエアポートセールス（路線誘致）の強化にも大いに期待が持てる。 

今後も観光客増大による地域経済の活性化を図るため、観光需要期における機材大型化期間の

延長及び複便化による座席数確保や道内外からのビジネス客、観光客の利用増加を図り、さら

に東南アジアなど海外から国際チャーター便を誘致するなど利用客の増加を図るため、同空港

の就航体制の充実、整備が望まれており、次の事項について要望する。 

 

記 

 

1)国際チャーター便に係るＣＩＱ施設の整備と職員の常駐配置 

2)北海道新幹線開通に伴う女満別空港－函館空港間の新規路線開設 

3)東京便の女満別始発時間帯の繰上 

4)季節運航路線の通年運航化 

5)主要都市とを結ぶ新規路線の開設推進 

6)機材の大型化及び就航便数の増大 

7)ＬＣＣ（格安航空会社）の誘致 
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北海道横断自動車道の整備促進について 

 

政府は２０２０年の東京オリンピック・パラリンピック開催を見据え、訪日外国人旅行者数

４，０００万人を目指しており、それに伴い、北海道でも訪日外国人来道者数３００万人を掲

げている。また、平成２８年３月２６日の北海道新幹線の開業、２０３０年末の札幌延伸によ

り、更なる経済活性化が期待される。その経済的波及効果を全道にもたらすためにも、各方面

からの交通ネットワークの整備が必要である。 

平成２９年度は、北海道横断自動車道陸別町小利別－訓子府ＩＣ間の開通と、道東地域での

高規格幹線道路ネットワークの完成に向け、地域の期待は一段と高まってきている。 

道内の都市間距離は全国平均の約２倍となっており、その移動に要する時間は当然長く、地

方センター病院及び救命救急センターのカバー面積は全国と比べて約４倍となっており、高齢

化社会が到来し、最近の医師不足による地域医療への住民不安が顕在化する中で、救急搬送並

びに日常の受療動向とも第三次高度医療施設が存在する中核都市へ依存する傾向が強くなっ

ており、住民は遠距離の移動で大きな負担を強いられている。 

また、農水産物生産については、全国シェアの上位に位置しているところであり、我が国の

安定した食料供給に貢献するためも、安全・安心を支える効率的な農水産物の輸送が必要不可

欠である。 

加えて、大規模な地震、津波等の災害が発生した場合、国道の寸断による救急車両の不通、

生活関連物資輸送が止まるなどの被害も危惧されるが、当地域は国内有数の地震発生地域であ

り、近年相次ぐ暴風雪災害への備えを含めて、地勢的にも防災・減災の早急な取り組みが不可

欠な地域であることから、新たな社会資本を柔軟に整備・活用する発想を持って、災害に強い

インフラを構築していくことが必要である。 

ついては、地域基幹産業の競争力を高めることで我が国の発展に貢献するとともに、地域医

療の格差是正を図り、災害時においても地域の生命線を確実に確保するために、高規格幹線道

路、地域高規格道路並びに国道の整備が促進されるよう要望する。特に北海道横断自動車道は、

点在する道東の中核都市を効果的に結びつけ、道東と道央を直結させる大動脈として地域の産

業・経済の発展、円滑な物流、観光振興などあらゆる面で多大な効果をもたらすことが期待さ

れており、交通ネットワークは全線が開通することにより本来の目的が達成されることから、

早期完成を強く要望する。 

記 

 

① 特に女満別空港まで直結する「美幌バイパス」と「北見道路」を結ぶ「北見市端野－美幌町

高野」間の早期整備 

② 女満別空港－網走間の早期事業着手に向けた所要の調査促進 

 

 

 ＪＲ石北本線の維持存続 

                          

道央から遠隔にあるオホーツク地域において、鉄道は、札幌はじめ主要都市間を効率良く移

動する公共交通の柱であるとともに、定時性・大量輸送に優れた交通手段の根幹を担っており、

地域経済の発展、地域住民の足として不可欠であり、広域物流やビジネス、国内外からの誘客

に欠かせないものとなっている。 

特に、ＪＲ石北本線はオホーツク地域を縦貫する重要な交通手段として地域住民、ビジネ

ス・観光客などに利用されている。 

しかしながら、北海道新幹線開業に合わせたかのように石北本線では、駅の廃止や無人化、

各種サービスの廃止等が次々と実施されたほか、ＪＲ北海道が「単独では維持することが困難

な線区」の一つとされ、加えて今年３月のダイヤ改正に合わせて網走と札幌を結ぶ特急オホー
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ツクが１日４往復のうち２往復が旭川発着となるなど、オホーツク地域にとっては大きな問題

となっている。 

鉄道が住民の足であるばかりか、経済活動の基盤として住民の生活を支える存在であること

は、沿線住民が思う共通の認識であり、今後利用者の利便性が著しく低下し、生活基盤が失わ

れる地方切り捨ての経営安定化に向けた合理化策は、決して受け入れられるものではない。 

人口減や列車利用客の減少傾向を認知していながら、対策を講じてこなかったＪＲ北海道の

責任は重大である。 

鉄道網のあり方を論議する北海道の「鉄道ネットワークワーキングチーム」の報告書では、

石北本線は「札幌圏と中核都市等をつなぐ路線」として鉄道の役割を十分考慮し引き続き維持

されるべき路線とされたところである。 

ついては、ＪＲ石北本線の役割は極めて重要であることから、石北本線の維持・存続を要望

するとともに、ＪＲ北海道鉄道事業への対応については、北海道全体の将来に大きな影響を及

ぼす重要な問題であることから、北海道として市町村などとの密接な連携のもとで主導的な役

割を果たすとともに、持続可能な経営構造の確立に向けた国の抜本的な支援を強く要請する。 

 

 

地域高規格道路の整備促進について 

 

高規格幹線道路との連携による「交通ネットワークの形成」の一環として、道内においても

地域高規格道路の整備が進められている。 

  広大な東北海道地域では、主要都市や生産集積地を有機的に結ぶ道路網の整備が重要な課題

であるが、北海道横断自動車道、旭川・紋別自動車道及び帯広・広尾自動車道と連携した地域

集積圏の拡大や、広域物流拠点である重要港湾、広域交通拠点としての空港などと連結する高

速交通ネットワークを形成する上で、地域高規格道路の重要性が高まっていることから、各路

線の早期整備を要望する。 

 

記 

 

１．地域高規格道路候補路線「道東縦貫道路」（美幌町－標茶町）の計画路線への早期昇格 

 

 

WTO 農業交渉と経済連携協定（EPA）の日本提案の適切な対応の実施について 

 

道東地域が魅力ある農村環境を維持し、国民の安全な食料を安定供給するとともに、管内農

業・農村の持続的な発展を図っていくためには、ＷＴＯ・ＥＰＡ交渉に当たり、多様な農業の

共存を目指す我が国の主張が適切に反映されるよう、国民合意の下、確固たる姿勢で粘り強く

交渉に望むことを要望致します。 

 

記 

 

１．ＷＴＯ農業交渉に当たっては、農業・農村の多面的機能の発揮や食料安全保障の確保を図

るなど、日本提案の実現を目指すというこれまでの基本姿勢を堅持すること。 

２．ＥＰＡ交渉に当たっては、多様な農業の共存と食料安全保障の確保が図られるよう、関税

撤廃の例外品目を設定するなど適切に対応すること。 
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北海道における自衛隊体制の維持・充実について 
 

北海道は、我が国の防衛戦略上極めて重要な拠点として位置付けられ、自衛隊創隊当初から

第一線部隊が配置され、国土防衛や地域の安全と安定に大きな役割を果たすとともに、国際的

な安全保障環境の構築に寄与してきた。しかしながら、平成１７年度以降、道内の陸上自衛隊

は大幅な削減が行われ、防衛力からみた北の守りの低下は地域の安全と安定、更には地域の経

済・社会に大きな影響を及ぼしている。 

東北海道においては、第５旅団並びに第２師団の遠軽駐屯地が所在し、北方防衛の最前線に

立ってきたが、近年はスリム化の要請に対応しつつ、機動性と即応性を兼ね備えた精強部隊と

して高い練度を維持する努力を続けられ、国際平和協力活動の主力ともなっている。 

加えて、地域住民との相互信頼の絆も厚く、経済、社会、文化などさまざまな面でかかわり

を持ちながら地域の発展に大きく貢献しており、東日本大震災以降は地震、津波など大規模災

害への備えが叫ばれる中にあって、地域からの自衛隊に対する期待は誠に大きなものがある。 

平成２５年度に策定された新たな防衛計画の大綱並びに中期防衛力整備計画では、統合機動

防衛力の構築が打ち出され、高い練度を維持した機動運用を基本とする機動師・旅団の半数を

北海道に保持することや、自衛隊部隊の存在が地域コミュニティーの維持・活性化に大きく貢

献していることを認識し、地域特性や地元経済への寄与に配慮することが示されている。 

また北海道は、部隊練成に不可欠な大規模演習場が数多く配置されるなど、防衛力を下支え

するための良好な訓練環境が整っており、高度な技術力も持ち即応性や持続性、強靭性及び連

接性を重視しつつ、多様な活動に即応した実効的な防衛力の構築を進める上でも、北海道の自

衛隊は、更に重要な役割を担って行くものと確信している。 

今後も、北日本地域の安定的な戦略環境と統合機動防衛力の構築や地域の安全と安定、更には

自衛隊創隊以来、半世紀以上の長きにわたり、国の防衛政策の推進に積極的に協力してきた北

海道の役割や道内に所在する防衛財産の価値を十分に認識され、北海道における陸上自衛隊の

維持・充実について要望する。 

 

 

国土交通省北海道局並びに北海道開発局の存続について 

 

北海道は明治以来、わが国の食料やエネルギー資源などの供給地として位置付けられ、政府

は国家的見地から北海道開発に積極的な投資を行ってきた。 

現在は、北海道開発法に基づく北海道総合開発計画を企画・立案し、推進する体制として、

「国土交通省北海道局、北海道開発局、各開発建設部」という組織構成により執行されている

が、積雪寒冷や広域分散型社会を反映した北海道特例の継続、公共事業予算の一括計上などの

施策とあわせ、総合的な開発の枠組みが有効に機能している。 

これらの枠組みによって、例えば、食料の生産基盤である農地や漁港、関連施設などを計画

的に整備し、それらを運ぶための道路や港湾、空港など物流基盤を有機的に構築することで、

総合的機能を持った「日本の食料基地」として、国益にかなう産業基盤の一体的整備が図られ

るとともに、地域住民の安全・安心なくらしと産業を守る治水・防災や生活基盤づくりに大き

な役割を果たしている。 

こうした中、国土交通省の組織見直しに関して北海道局の廃止・統合議論が一時浮上したこ

とや、国の出先機関改革等の議論が行われてきたことなどから、地域では依然として強い危機

感を共有する状況にある。 

北海道局は北海道開発を一元的に担当する局として、財政当局をはじめ各省・各局と対等な

立場で調整する機能を有し、全国一律の観点で政策を所管する国土交通省他局とは性格を異に

しており、廃止あるいは統合されることになれば、一括計上権や北海道特例が継続されたとし

ても、北海道開発の枠組みの弱体化・形骸化が危惧されている。 
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また、北海道開発局についても近年、地方整備局など出先機関の権限委譲と同一視した見方

が広がるなど、国土交通省と農林水産省が所管する国の公共事業の実施を一元的・総合的に担

う機関としての本質が軽んじられていることは、甚だ遺憾と言わざるを得えない。 

地球的規模で深刻化する資源・食料の獲得競争やエネルギー問題、大災害に備えた大規模バッ

クアップ拠点機能の確保など国家が優先して取り組むべき課題の解決に向け、正に国家的見地

に立った北海道開発の推進が強く求められている中で、我々北海道民は今こそフロンティアス

ピリットをもって使命に応え、食料自給率の向上やエネルギーの安定供給などに寄与し、国の

発展に貢献して行く所存である。 

しかしながら、国土面積の２２％を占める北海道の国家的開発を自治体の財政負担によって

支えて行くことは極めて困難と言え、他地域と比べ非常に立ち遅れている高速交通・物流ネッ

トワークなど必要とされる社会資本整備や１次産業の振興、さらには国策としての北方領土隣

接地域の振興などの面で、北海道局並びに北海道開発局の役割は誠に大きなものがあり、拙速

な統廃合や委譲議論は避けるべきと考える。 

ついては、北海道総合開発体制の国家的使命を確認するとともに、国土交通省北海道局並び

に北海道開発局の存続を強く要望する 

 

 

ＴＰＰ交渉（環太平洋経済連携協定）に対する総合的対策について 

 

様々な障壁の中、国内でのＴＰＰ批准がなされた矢先、アメリカ大統領選挙の結果により

新たな大統領が誕生した。本年１月にはアメリカはＴＰＰからの永久離脱を表明し、これま

で議論されてきた合意の先行きが不透明なものとなっている。 

当地域は、恵まれた自然条件を活かし、大規模で専業的な畑作を主体とした土地利用型農

業を展開し、道内でも有数の食料生産・供給基地として食料の安定供給など重要な役割を果

たしている。 

ＴＰＰ協定の不透明さに加え、今後二国間での貿易交渉がなされる可能性も出てきており、

地域としては非常に強い憤りを感じ得ない。 

今後、アメリカとの間において、ＦＴＡ（自由貿易協定）やＥＰＡ（経済連携協定）交渉

がなされることとなれば、更なる譲歩が求められる可能性も否定できない。 

今後も交渉にあたっては、ＴＰＰ協定合意、締結により、食料自給率の低下、並びに農業・

関連産業への打撃など地域経済が壊滅的な打撃を受けることとならないよう適切な措置が

なされることが重要となってくる。 

地方の産業と国民生活に及ぼす影響について、十分な情報提供と併せ、地方の生産者をは

じめとする国民各層の意見をしっかり聞いた上で、食と農業を守るという強い信念のもと、

多くの国民が共有できる国益を損なわれることのないよう引き続き強い覚悟で対応されま

すよう強く要望する。 

 

 

道内空港の持続的な運営について 
 

広大な面積を有する本道には現在１３の空港があり、その内、道東地区には国管理空港の釧

路空港、道管理の女満別・中標津・紋別空港、市管理の帯広空港と５つの空港がある。各空港

は、道東の地域経済の活性化に大変重要な役割を果たしており、特に道外間との旅客輸送にお

いては、約９割を航空輸送が担っている現状にあることからも、地域産業・住民生活を支える

重要な交通基盤となっている。 

そのような中、平成２５年７月、「民間の能力を活用した国管理空港等の運営等に関する法

律」が施行され、同法に基づく基本方針が１１月１日に公表された。 

国内においては、平成２８年３月、仙台空港が民間運営を開始した他、高松空港（平成３０
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年４月頃運営開始予定）、福岡空港（平成３１年４月頃運営開始予定）、広島空港、熊本空港、

神戸空港において、民間運営に向けた準備が進められている。 

一方、北海道においては、７空港の一体的な運営について検討が進められ、平成２８年１０

月、北海道商工会議所連合会をはじめとする４団体が「道内空港民間委託に関する提言・要望

書」を策定し、道庁においても、同年１２月に「北海道における空港運営戦略の推進」が策定

され、国等に提出されたところである。 

 道内空港の民間委託のスケジュールについては、今年度中にマーケットサウンディングを実

施し、実施方針が策定された後、平成３０年度に運営権者を選定し、平成３２年度の運営開始

を目標に作業が進められている。 

広域分散型の北海道においては、高速交通を空路だけに依存する地域が数多くあり、道民の

安心・安全な生活に欠かせない「高い公共性」を有していることから、道内空港に求められる

機能は単なる経営効率のみで判断できるものではない。 

また、観光振興や医療体制の充実、災害時の救援活動の拠点等、地域に果たす役割は極めて

大きい。特に、近年急増している外国人観光客の受入態勢については、新千歳空港に限らず、

各空港への役割・機能分担を推進し、国の目標達成に寄与していくことが重要である。 

本道の特殊性を充分に認識の上、空港毎・管理主体毎ではなく、それぞれの自治体と協議し地

元の実情を踏まえて、特色のある道内１３空港の維持・存続へ向け、その方向性を早急に示し

ていただくよう強く要望する。 

 

 

道内空港の一括民間委託の推進について 

 

北海道は、四方を海に囲まれ、道外から道内主要都市に移動可能な交通手段は空路が主であ

る。 

近年、北海道に対するアジアなどからの関心は高く、外国人来道者は急速に増加しており、

インバウンドを拡大させる上でも北海道が果たす役割は極めて大きい。 

また、道内空港は、道外より多くの人々を招き入れるゲートウェイであり、広域観光をはじ

め地域経済・産業振興など地域にとっても欠かすことの出来ない重要な拠点である。 

さらに、各空港には豊かな自然環境や農林水産物など資源が多く広がっており、質の高い滞

在交流型の観光地づくりと広域観光ルートの形成に大きな役割を果たしている。 

しかしながら、路線の廃止や減便による道内空港間の航空ネットワークが縮小し、一方では

国際線や国際貨物の需要が増加するなど、各空港では運営に課題を抱えた状況にある。 

こうした中、平成２８年５月に発足した道内空港民間委託研究会による会議にてまとめられ

た経済界からの要望を踏まえ、同年１０月「道内空港民間委託に関する提言・要望書」が北海

道に提出されたところである。 

また、空港が所在する地域においては、運営権者候補に呼び掛けてのシンポジウムが開催さ

れるなど、国、道、地域が一体となった取組も進んでいる。 

特に、ひがし北海道には、帯広、女満別、釧路の３つの空港が存在し、富良野、十勝川温泉、

知床、釧路地区などを周遊する新たな観光ルートも形成され、各空港と連携強化を図り、ひが

し北海道への観光客を増大させ、一層の経済振興、地域活性化が期待されている。 

ついては、道内７空港の一括民間委託を進める上で具体的な措置を講じるよう要望する。 

 

記 

 

1)運営権者選定に向けての要望 

①７空港の一括民間委託実現のための必要な空港設置管理者間の調整 

②民間事業者が参加しやすい制度設計 
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③実施方針・採点基準等への地域との連携の重要性の明記、採点重点配分 

④地元出資枠の設定 

 

2)民間委託開始にあたっての要望 

①利用客増加に対する空港の整備 

②運営権者の設備投資に対する規制緩和や税制・会計ルール弾力化要望への対応 

 

3)道内空港の発展に向けた要望 

①ＣＩＱ体制の整備 

②道内空港ネットワークの維持・拡大、生活路線の維持に対する支援 

③ＬＣＣを含めた新規航空路線就航に伴う初期リスク低減に向けた支援 

④航空貨物取扱施設の機能強化に対する支援 

⑤医療・教育等に重要な生活路線の維持 

⑥関係者と連携した広域観光振興等に資する取り組み 

 

 
◎美幌町商工業の振興並びに育成のため （平成２９年１２月１日） 

 

平成３０年度美幌町の予算編成にあたり美幌町商工業の振興並びに育成の為、次の事項につ

いて特段のご高配を賜りますよう茲に要望致します。 

 

美 幌 町 長  土 谷 耕 治  殿 
 

要  望  事  項 

 

１ 商工会議所運営に関する予算要望について 

平成３０年度美幌商工会議所事業運営にあたり下記の通り予算要望をいたしますので美幌

町の特段のご配慮を要望する次第であります。 

（１）商工会議所中小企業相談所運営費補助金              ７９０万円 

（２）びほろ夏まつり開催に伴う補助金（補助対象経費の 2／3）       ２００万円 

 

２ 陸上自衛隊美幌駐屯部隊の維持・充実について 

理  由 

 美幌町は、長きにわたり陸上自衛隊の精鋭部隊が駐屯する町であります。 

 平成２５年度に閣議決定された防衛計画の大綱では良好な訓練環境などが評価され、今 

後も美幌駐屯部隊の維持・存続が確保されることは確信いたしておりますが、現在の日本 

を取り巻く環境は北朝鮮の核開発、断続的なミサイル発射実験など国民が安全に暮らす上 

で大きな脅威であり、世界的に大きな問題となっております。このような状況下、国土防 

衛を担う自衛隊の役割は更に大きくなることは間違いありません。今後も安定的な戦略環 

境と自衛隊の更なる充実整備が求められます。加えて駐屯地のもたらす経済効果や、人口 

減少対策の一助となるなど美幌町における役割の大きさは計り知れないものがありますの 

で、美幌町当局の美幌駐屯部隊の維持・充実について要望致します。 

 

３ ＪＲ石北本線の維持、存続にむけた支援対策活動への積極的な参加 

理  由 

ＪＲ石北本線はオホーツク圏にとって近隣都市及び道央圏を結ぶ重要な公共交通機関であ

り、オホーツク圏と旭川、札幌間の貨物輸送を結ぶ大動脈であります。 
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沿線地域に暮らす住民の生活に欠かせない食料をはじめとする物資輸送や地元で生産され

る農産物等の輸送など、地域経済に欠くことのできない最も重要な路線です。 

また、近年では道内インバウンド客の７～８割が移動手段としてＪＲを利用していることか

らも交通・輸送と同じく重要な路線であることは既成の事実であります。 

将来にわたり石北本線を存続させるためには、ＪＲ北海道の営業努力は不可欠であり、加え

て北海道、沿線自治体、国の支援などが必要であるともいわれておりますので、美幌町として

も石北本線運行区域の自治体として、オホーツク圏活性化期成会石北本線部会の活動をはじめ、

美幌町独自でも強い姿勢で路線維持、存続にむけてＪＲ北海道、北海道、国に対し積極的な要

請活動を要望いたします。 

 

４ ＪＲ北海道乗車券販売業務への支援 

理  由 

 平成２８年５月より美幌駅の無人化に伴い、住民並びにＪＲ利用者の利便性を保護する社会

的貢献の視点に立ち、商工会議所が乗車券販売業務を行っております。しかし、利用者からの

乗車券の購入や車輌の運行状況等に関する問い合わせが販売先ではない美幌駅舎に併設され

ている美幌観光物産協会に対し本年４月～１０月の間に約６６０件あったという実情があり

ます。 

これらの状況から今後の乗車券販売業務はＪＲ利用者の更なる利便性向上図るために、美幌

駅舎内での販売並びに営業日・営業時間を拡充する必要があり、現在、美幌駅舎内で都市間バ

スの乗車券販売を行っている美幌観光物産協会が販売業務を行うことが望ましいと考えられ

ます。 

今後に向けては「商工会議所・観光物産協会・美幌町の三者」による販売業務の検証、移管

などに関する協議の場を持ちたいと考えておりますので、美幌町の積極的な参加・支援を要望

致します。 

 

５ 美幌町への移住・定住の積極的推進 

理  由 

移住推進策のひとつとして「就業の場の確保」が重要であると考えられます。 

 美幌町内の企業でも人手不足に悩む企業が相当数あることから、町外からの移住者に就業の

場を提供することにより移住・定住者の増加を図ることはもとより、労働者不足解消の一助に

もなると考えられます。商工会議所と致しましては移住者に対し会員企業への積極的な雇用対

策を行っていく所存でありますので、美幌町と致しましても移住者への助成措置として、以下

の方策を検討頂けますよう要望いたします。 

 

（１）住居の確保のため公営住宅の利用（または使用料の減免） 

（２）住宅を新築、購入した移住者への固定資産税の減免または補助金の新設 

 

６ 介護職人材の更なる処遇改善にむけて 

理  由 

政府では平成２８年に閣議決定した「未来への投資を実現する経済対策」の中、介護人材の

処遇改善を盛り込み、介護職員賃金上昇など処遇改善を図るための措置が講じられてはおりま

すが、依然として、介護職の労働環境は厳しく介護施設等における人材の定着率、充足率の向

上などは見込めない状況が続いております。 

つきましては、介護職のさらなる処遇改善にむけ国に対し積極的に要望を行って頂きたいと

考えております。 

また、美幌町として町内事業者の労働力確保のための人材支援の方策を検討して頂けますよ

う要望いたします。 
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７ 公共事業の確保と早期発注方要望について 

理  由 

 個人消費の低迷、民間設備投資の減少、長年にわたる公共事業の削減等で景気は依然として

厳しい状況の中にあり、こうした状況がさらに続けば当地方経済の活力も著しく低下・疲弊し

ます。昨今の地方自治体の財政状況も極限状態であるとは存じますが、地域経済活性化に向け

下記事項について特段のご配慮を賜りますよう要望する次第であります。 

 （１）建設工事量の安定的確保と地元企業への優先発注 

（２）「美幌町住宅リフォーム促進助成制度」の継続及び申請書類の簡素化 

 

８ 町産品愛用及び町内優先購入方要望について 

理  由 

 当所では、地元産品愛用と町内優先購入の促進を美幌町連合商店会と協力し積極的に活動を

展開しているところであり、美幌町におかれましても特段のご支援を賜りますよう要望する次

第であります。 

 更に、食育の一環として地域資源である地場産食材だけのオール美幌給食の提供につきまし

てもご検討頂きますよう併せて要望する次第であります。 

 

９ 町内消費拡大事業に対する支援について 

理  由 

個人消費の拡大と購買力の流出防止を狙い、美幌商工会議所・美幌町連合商店会・協同組合

スマッピーカードびほろで実行委員会を編成し、２１年度より実施しております販売促進活動

は、美幌町の特段のご配慮により利用者に対する利便性の向上と加盟店の販促活動に大いに貢

献しているものと実感しており、３０年度におきましても今年度の事業の継続支援はもとより、

次世代を担う若手後継者等に先進地視察等の研修の機会を与える事により新たな発想による

商店街活性化策が生まれることが期待され、今年度実施致しました先進地視察につきましても

青年会に対する大きな刺激となり次年度につきましても引き続きの支援を要望致したく存じ

ます。 

また、消費者の購買意欲を促し地元消費拡大に向けて実施致しました連合商店会の中元売出

し「歌謡ショー」については、多くの町民の方々に対して商店街の存在意義を周知でき、また、

デイサービス利用者の方々を招待できましたことは美幌町の支援があればこその事業であり、

引続き美幌町中小企業振興条例に基づく助成金を賜ります様特段のご配慮をお願い申し上げ

ます。 

（１）連合商店会共同売出し事業に対する継続支援 

（２）スマッピーカードプレミアムチャージ事業の拡充による継続支援 

（３）先進地視察研修における費用の支援 

 

１０ 都市基盤整備事業の推進について 

理  由 

 本町の都市基盤整備並びに交通安全等の観点から、次の事項について特段のご配慮を賜りま

すよう要望する次第であります。 

（１）国道の整備促進 

①「国道３３４号線美斜線」 

②｢国道２４３号線基点の交差点改良｣ 

③ 「案内標識看板の改良」 

（２）高規格幹線道路（北見市―高野、女満別空港―網走）の整備促進 

（３）道東縦貫道路（美幌―標茶）の計画路線への早期昇格への促進 

（４）道々の整備促進  駅前停車場線の改良 
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（５）大正橋の架け替え並びに第７７０号道路の改良（特に交通安全の観点から） 

（６）町道２８０号及び２５２号の改良について 

   通称：緑園通りにおける北１丁目から北２丁目間の街路樹及び植樹帯の撤去によりイベ 

ント広場としての整備 

（７）歩道の整備（国道・町道）  バリアフリー化、植栽の整備、改良工事の推進 

（８）公共交通機関のアクセス網の促進 

   イ．女満別空港発着バスの美幌乗り入れ並びに空港交通の利便性向上について 

ロ．都市間バス対策について 

（９）宿泊施設の充実について 

（10）商店街における町道の除排雪の充実 

 

１１ 公共施設の有効な利活用について 

理  由 

 様々な公共施設が老朽化していると思われますが、町民の利便性に配慮し機能を連携させ、

生活弱者や高齢者にやさしく暮らしやすい生活環境が提供できるような公共施設に向けて財

政環境が厳しい中ではありますが、現在の公共施設の有効的な活用についてご検討下さいます

よう要望する次第であります。 

（１）他の老朽化した建物の検討 

（２）空き公共施設の有効活用について 

 

１２ 美幌高等学校の学習環境等の充実整備促進について 

理  由 

美幌高校は、普通科と専門学科が併設し特徴ある高校づくりを進めており、国公立大学へ進

学される生徒を輩出する一方で、日本農業クラブ全国大会優勝など数々の優秀な成績を収めて

おり、美幌町の名を全国に知らしめているところでもあります。 

そうした中で、今後も美幌町の次代を担う人材育成に向け美幌町に相応しい高等学校となる

よう学習環境等の更なる充実と生徒募集対策、さらに寮や下宿等町外からの生徒に対する補助

制度新設に美幌町の特段のご配慮を要望する次第であります。 

併せて、現在美高ショップ「白樺坂」は、町民に大いに利用されているところでありますが、

場所の問題でなかなか足を運べない状況にもあります。 

３０年度におきましても、町の中での臨時オープンや各種イベントに出店するなどの事業展

開に美幌町の特段のご配慮を要望致します。 

 

１３ 中心市街地活性化事業の支援方要望について 

理  由 

 中心市街地の活性化取り組みについては、単に商店街を活性化することではなく、まち全体

のコンパクトなまちづくりを進めるマスタープランのもと、居住、公益施設、交通などの要素

を中心に、生活拠点として総合的に中心市街地のまちづくりを進めることであります。 

今後も引き続き、美幌町と共にまちづくりに向け検討して行きたく存じますので、次の事項に

つきまして美幌町の特段のご配慮を賜りますようお願い申し上げます。 

また、店舗のイメージアップと商店街の活性化、商工業の振興を促進し地域経済の活性化を

図るための店舗リフォームにつきまして費用の一部の助成を頂いていますが、宿泊施 

設のリフォームについては建物の構造上、店舗以上の工事費がかかることから宿泊施設に対す

る補助金上限額の拡大につきまして特段のご配慮を賜りますようお願い申し上げます。 

（１）中心市街地活性化事業への支援   

（２）店舗リフォーム促進支援事業並びに起業家支援事業の継続及び上限額の拡大 

（３）空き店舗解体に伴う補助制度の創設 
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１４ ケア付き福祉公営住宅の建設について 

理  由 

 美幌町には知的・精神障害者（児）等が相当数在住、その親族も高齢化に伴い親亡き後の当

事者たちの地域生活支援について、平成１８年２月公営住宅法施行令の一部を改正する政令に

より公営住宅の単身入居が認められるようになりましたが、単身で生活できないケースも多々

あります。ついては、美幌町の将来に向けての福祉を中心とした街づくり並びに移住・定住に

も繋がることとなると思いますので、そうした単身で生活できない知的・精神障害者（児）等

に対するケア付き福祉公営住宅の建設に美幌町の特段のご配慮を要望する次第であります。 

 

１５ 美幌町観光振興革新戦略ビジョンの実現に向けた美幌町観光まちづくり協議会への支

援並びに滞留型観光客の創出の向けた取り組みについて 

理  由 

 本町は、４国立公園と網走国定公園に囲まれ、国道４本、女満別空港が近隣にある交通の要

所であります。加えて、阿寒摩周国立公園の景勝地の一つとして天下の絶景「美幌峠」を有し

ておりますが、現状は通過型観光となっております。人口減少社会を迎えた昨今、滞留型観光

客の創出による交流人口の増加による域内経済の活性化が大きな課題です。 

そうした状況を踏まえ、美幌町、美幌商工会議所、美幌観光物産協会、美幌町農業協同組合、

美幌町森林組合、金融機関の 6団体によって組織した「美幌町観光まちづくり協議会」による、

美幌町第２次観光振興計画「美幌町観光振興革新戦略ビジョン」の実現、実行に対する美幌町

の特段のご配慮を要望する次第であります。 また、滞留型観光客の創出のために、既存施設

等の整備及び有効活用、並びに事業者支援の創設やびほろブランド認証制度の普及支援を賜り、

交流人口の増加による本町の地域経済活性化に向け鋭意努力致していく所存でありますので、

本取り組みに対しましても特段のご配慮を併せて要望いたします。 

 

（１）美幌町観光振興革新戦略ビジョンの実現に向けた美幌町観光まちづくり協議会への支援 

① 協議会専属職員配置に向けた負担金の予算化 

② 専門的知識を有した地域おこし協力隊の採用 

（２）滞留型観光客の創出に向けた取組みの実施 

① 滞留型観光客の創出拠点としての整備（例：美幌峠、まちなか施設、福豊小学校跡等） 

② 既存施設等の有効利用を目指した美幌観光ルートマップ（美幌レターズプロジェクト）

充実のための製作費 

③ 美幌みどりの村の有効活用（例：星空観光、ヘルスツーリズム観光） 

 

（３）滞留人口増を目指した事業者支援及び、びほろブランド認証制度への支援 

① 美幌町の地元産品の開発支援 

② 地域ブランドを目指した商品開発等に対する小規模事業者補助金の創設 

③  びほろブランド認証商品の普及と販路開拓支援及び、認証制度の普及推進 

 

（３）調 査 研 究 

 Ａ 従業員勤続年数調査 

    調査月日 平成２９年１０月１日～１０月２６日 

    調査内容 商工従業員勤続表彰のため 

 

Ｂ 景気動向調査 

調査年月日  ６・９・１２・３月（四半期毎） 

    調査方法   小売・卸売・建設・製造・サービス業の５業種の内、予め選定した 

企業 100 社に対し、四半期毎に調査を行なった。  



（      ） 
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（４）広     報 

 Ａ 定 期 刊 行    商 工 び ほ ろ  （年６回 美幌新聞「みつめて」に掲載） 

 Ｂ 不 定 期 刊 行    中 小 企 業 相 談 所 だ よ り 

 Ｃ そ の 他    中小企業融資制度のしおり・施策普及啓蒙ボールペン 

メモ帳・ファイル 

 

（５）証明・鑑定・検査 

 Ａ 証  明 

   貿易関係・国内取引関係証明    該当なし 

営業証明              ２２ 件 

 Ｂ 鑑  定    該当なし 

 Ｃ 検  査    該当なし 

 

（６）各 種 行 事 

Ａ 行    事 

ａ美幌商工会議所商工従業員表彰式 

   日   時 平成２９年１１月２１日 

   会   場 美幌経済センター 

   被表彰者 表彰・受賞の項参照 

ｂ 協賛行事 

１．美幌観光和牛まつり支援  

   日  時 平成２９年７月１６日 

   会  場 網走川河畔公園 

２．びほろ冬まつり支援 

日  時 平成３０年２月３・４日 

場  所 ＪＲ美幌駅横広場 

 

Ｂ 研 修 派 遣 

① 日 時 平成２９年６月５日～７日 

会 場 旭川市 

受講者 経営指導員 深 田 裕 二 

内  容  税務相談対応力向上研修（法人税） 

② 日 時 平成２９年９月６日～８日 

    会 場 旭川市 

    受講者 経営指導員 伊 藤 健 一 

内 容 経営発達支援事業の進め方Ⅱフォローアップ編 

 

 

 

（７）技術技能の普及検定 

  Ａ 検  定 

   ａ 簿  記 

回 次 実施月日 人数 １級 ２級 ３級 ４級 合計 

第 146回 ６月１１日 
受験者数 － － ３ － ３ 

合格者数 － － １ － １ 
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ｂ ワープロ           該 当 な し 

   ｃ 北海道観光マスター     平成２９年１１月２３日実施 

受験者数 ２名  合格者数 １名 

 

Ｂ 競 技 会            該 当 な し 

 

（８）取引紹介（照会を含む）斡旋 

    国 内 取 引 

     文 章 に よ る も の   ０ 件 

     電 話 に よ る も の   ０ 件 

     窓 口 に よ る も の   ０ 件 

 

（９）取引紛争の調査、仲 裁   ０ 件 

 

（10）求人活動の相談指導 

会員事業所の新規学卒求人対策として相談窓口となり、一括求人活動を行った。 

 

（11）経営改善普及事業 

Ａ 巡回、窓口、相談事業 

イ．経営指導員の設置月数及び稼働日数    ３６ヶ月  ６６３日 

ロ．巡回による相談及び指導日数       １１３日 

ハ．相談及び指導の内容及び件数 

相 談 指 導 内 容 巡   回 窓  口（電話を含む） 

経 営 革 新 ０ ０ 

経 営 一 般 ７８ ６０ 

情 報 化 ２５９ ８４ 

金   融 １１０ １１９ 

税   務 １６８ ９４ 

労   働 １５３ １６１ 

取   引 ０ ０ 

創 業 ８ １５ 

環 境 対 策 ０ ０ 

そ の 他 ２５３ ２７ 

合   計 １，０２９ ５６０ 
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Ｂ 講習会等の開催による指導 

イ．集 団 指 導 

開催年月日 講題または指導内容 講師の職業及び氏名 回数 人数 

Ｈ29. 4.14 
人財となるための 

ビジネスマナー 
ライズ代表   田中  薫 １ １１ 

Ｈ29. 7.21 
売上アップのための 

接客マナー講座 
ライズ代表   田中  薫 １ ２８ 

Ｈ29.10.18 
基礎から分かる 

決算書の授業 

アルト経営パートナー 

代表取締役  加藤 敦子 
１ ８ 

Ｈ29.10.24 
事業承継を考える 

キックオフセミナー 
中小企業診断士 石坂 育仁 １ ４ 

Ｈ30. 2.17 創業支援セミナー 
日本政策金融公庫北見支店 

融資課長 村上 英樹 
１ ５ 

集  団  指  導 計 ５ ５６ 

 

ロ．個 別 指 導 

開催年月日 講題または指導内容 講師の職業及び氏名 回数 人 数 

Ｈ30. 1.25 事業承継個別相談会 
日本政策金融公庫北見支店 

融資課長 村上 英樹 
１ ２ 

Ｈ30.2.22 

Ｈ30.2.23 
決 算 個 別 指 導 

経 営 指 導 員 深 田 裕 二 

伊 藤 健 一 
２ ６ 

Ｈ30. 3.13 消 費 税 個 別 指 導 税理士  菅 原 雅 之 １ ７ 

個 別 指 導 計 ４ １５ 

 

Ｃ 金 融 の 斡 旋 

 斡旋延べ 

件数（件） 

貸付決定 

件数（件） 

斡旋総額 

（千円） 

貸付決定 

総額（千円） 

国金 

民融 

生公 

活庫 

一 般 ・ 特 別 ４ ４  28,500 26,000 

マ ル 経 資 金 ６ ６ 61,000 61,000 

新 創 業 融 資 ２ ０ 6,000 0 

計 １２ １２ 95,500 87,000 

そ 

の 

他 

道 制 度 融 資 ７ ７ 56,400 56,400 

市 町 村 制 度 融 資 ８３ ８１ 648,350 633,350 

計 ９０ ８８ 704,750 689,750 

合      計 １０２ ９８ 800,250 776,750 

 



（      ） 

 

４７ 

Ｄ 社会保険等の事務代行 

労 働 保 険 
事 業 所 数 従 業 員 数 

 
８５ ３７３ 

各 種 共 済 加 入 者 
小 規 模 共 済 倒 産 防 止 共 済 中 退 金 共 済 

４９ ９ ２３１ 

 

（12）経営発達支援事業 

①事業の目的 

経営分析、需要動向調査等を実施した上での事業計画策定支援及び事業計画実行  

支援 

 

②事業の内容 

【事業計画策定支援】 

 「経営を革新する！キッカケづくりセミナー」開催 

  日  時：７月１２日（水）１５：００～１７：１０ 

  開催場所：美幌経済センター ３階会議室 

  内  容：経営の革新を目指す小規模事業者の掘起しを目指した内容  

  講 師 名：大本佳典氏（キャリアコンサルタント） 

  受講者数：１５名 

   成果効果：自社の強みを活かした経営革新を目指す小規模事業所の掘起しにつなが 

        りました。 

 「わかりやすい！経営に活かせる！財務セミナー」開催 

  日  時：９月２６日（火）１８：３０～２１：００ 

  開催場所：美幌経済センター ３階会議室 

  内  容：決算書の基本的な構造の学習及び、図で読む財務諸表を学び自社の 

財務状況を把握できるスキルを身に付ける内容 

  講 師 名：三浦淳一氏（中小企業診断士） 

  受講者数：１１名 

   成果効果：自社の強みを活かした経営革新を目指す小規模事業所の掘起しにつなが 

        りました。 

 「自社の強みを活かす！商売繁盛セミナー」開催 

日  時：１０月３日（火）１４：３０～１７：００ 

  開催場所：美幌経済センター ３階会議室 

  内  容：自社の経営分析（強みの抽出）を進め、事業計画策定を目指す小規模事業

者の掘起しを目的に開催。 

  講 師 名：大本佳典氏（キャリアコンサルタント） 

  受講者数：９名 

   成果効果：自社の強みを抽出し事業計画策定の為のシートに落とし込むことができた。 

 「生産性向上・販路拡大を目指した！ＩＣＴ活用セミナー」開催 

日  時：１１月１５日（水）１４：００～１６：００（飲食業） 

        〃     １８：３０～２０：３０（全業種） 

  開催場所：美幌経済センター ３階会議室 
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  内  容：ＩＴを活用した生産性向上に向けた手法やWEBの活用による販路開拓の実

施方法について飲食業向け、全業種向けの２回開催 

  講 師 名：阿部裕樹氏（ＩＴコーディネータ） 

  受講者数：９名 

   成果効果：ＩＴ活用による生産性向上の手法を学ぶことにより、ＩＴを活用した自社

の生産性向上に向けての事業計画策定につなげることができました。 

 「販路開拓・拡大塾 小さなお店のブランドづくり」開催 

日  時：１１月３０日（木）１８：３０～２０：３０ 

  開催場所：美幌経済センター ３階会議室 

  内  容：小規模事業者の商品・サービスをブランド化して販路開拓や需要開拓

の手法を学ぶ目的に開催。  

  講 師 名：永瀬正彦氏（株式会社バイヤーズ・ガイド 代表取締役） 

  受講者数：１０名 

   成果効果：自社の商品・サービスのブラッシュアップをして新たな販路開拓を実施し

ていくとのやる気きを寄与することができました。 

 「事業計画作成支援セミナー」開催 

日  時：１月２６日（金）１４：００～１８：１０ 

  開催場所：美幌経済センター ３階会議室 

  内  容：事業計画を作成する意味や自社の経営環境分析を行い、事業計画作成に向

けた支援セミナー。 

  講 師 名：川上正人氏（中小企業診断士） 

  受講者数：１６名 

   成果効果：参加事業所すべてに事業計画の作成の必要性を感じてもらうことができま

した。その中で５社の事業者が事業計画を作成することになった。 

 

【事業計画実行支援】 

 「事業計画を踏まえたWEB実行個別相談会」 

  日  時：６月７日（水）１３：３０～１８：００ 

       ６月８日（木） ９：００～１２：００ 

  開催場所：美幌経済センター ３階会議室 

  内  容：事業計画の中に販路開拓等を目指したＷＥＢ制作を計画している小規模事

業者に対して、販路開拓等につながるＷＥＢ制作のポイントや事業計画を

踏まえた掲載内容など、専門家を招聘し個別の相談会を開催し、事業計画

の実行支援につなげていく。 

  講 師 名：阿部裕樹氏（ITコーディネーター） 

  相談件数：６社（飲食業１社、家電小売業１社、木製品製造卸売業１社、雑貨製造小

売業１社、木材製材業１社、クリーニング業１社） 

   成果効果：事業計画に沿ったITの活用による販路開拓や自社ブランド力の向上につな

がる具体的な指導により、６社すべて計画実行をすることができた。 

 「経営革新を目指した個別相談会」 

  日  時：７月１２日（水）１７：３０～１８：３０ 

  開催場所：相談先事業所 

  内  容：利益率を向上させていくための手法について  

  講 師 名：大本佳典氏（キャリアコンサルタント） 
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  相談件数：１社（飲食業） 

   成果効果：利益率の低下を招いている要素の修正による向上と、２１時以降の顧客獲

得に向けた手法、日々の売上状況の把握についてアドバイスが実行されて

いる。 

   「経営分析の再実施による実行個別相談会」 

  日  時：１０月３日（火）１７：０５～１７：５０ 

  開催場所：美幌経済センター ３階会議室 

  内  容：新しい事業展開について 

  講 師 名：大本佳典氏（キャリアコンサルタント） 

  相談件数：１社（歯科技工士） 

   成果効果：事業をどのように展開していくべきかを経営分析を行い、その強みを活か

すために何が必要かを課題整理し、事業計画策定のキッカを作ることがで

きました。 

   「ＷＥＢを活用した販路開拓個別相談会」 

  日  時：１１月１５日（水）１６：０５～１８：１０ 

  開催場所：美幌経済センター ３階会議室 

  内  容：自社商品の全国販売に向けて 

  講 師 名：阿部裕樹氏（ITコーディネーター） 

  相談件数：２社（菓子製造業、木製品製造業） 

   成果効果：菓子製造業者はWEBを活用した販路開拓を盛り込んだ事業計画を策定する

ことになりました。木製品製造業者は、事業計画を再確認しターゲットに

対して訴求力を高めるＷＥＢページ制作を行うことになりました。 

   「販路開拓の再構築に向けた個別相談会」 

  日  時：１１月３０日（木）１４：３０～１８：００ 

  開催場所：相談事業所先 

  内  容：需要開拓支援事業に向けた個別指導と自社商品の販路拡大の可能性につい

ての個別相談 

  講 師 名：永瀬正彦氏（株式会社バイヤーズ・ガイド 代表取締役） 

  相談件数：３社（米菓子製造業、菓子製造業、木製品製造業） 

   成果効果：米菓子製造業者、木製品製造業者は需要開拓事業に向けて自社商品の課題

を抽出いただき、販売チャンネル・販売価格の再構築を行い２月の商談会

に出展することになりました。菓子製造業者は、バイヤーからの目線で全

国への販路を広げていくための設備や手法をアドバイス頂き、事業計画を

策定することになりました。 

 「事業計画作成個別相談会」 

日  時：１月２６日（金）１８：２０～１９：５０ 

  開催場所：美幌経済センター ３階会議室 

  内  容：事業計画作成への個別相談 

  講 師 名：川上正人氏（中小企業診断士） 

  相談件数：１社（菓子製造業） 

     成果効果：自社の経営状況分析を行い、事業計画を作成することができました。 
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【新たな需要の開拓に寄与する事業】 

   「得する街のゼミナール（まちゼミ）」 

    日  時：１０月１９日～１１月１９日 １９講座（４６回開催） 

    開催場所：参加店 

    参加者数：１４２名 

    成果効果：受講者の増加に伴う商店会の新たな顧客の創出につなげる事できました 

  「第２３回グルメ＆ダイニングスタイルショー春2018」 

    日  時：平成３０年２月７日（水）10：00～18：00 

            〃  ２月８日（木）10：00～18：00 

            〃  ２月９日（金）10：00～17：00 

    開催場所：東京ビックサイト 

    出 展 数：２事業者 

    来 場 者：２７，３１７名 

    出展成果：米菓子製造業者は、東京駅・スカイツリーでの３ヵ月間でのスポット販売

の依頼をいただいた。あわせて地元阿寒温泉のプロジェクトに自社商品を

取扱いたい旨の商談を頂くことができました。木製品製造業者は、贈答品

業者からの事業連携の依頼と有名デザイナーの店舗への受注製造依頼等

があった。あわせて利用シーンが高い商品開発の必要性を感じ、今後、新

たな事業展開を目指すことになりました。 

   「㈱米夢館会社概要カードの作成・配布」 

    実施時期：２月７日（水）10：00～18：00、２月８日（木）10：00～18：00 

         ２月９日（金）10：00～17：00 

    作成内容：自社商品の紹介及び自社ＨＰに誘導できる内容を記載したショップカード

を作成し、自社ブースに来られたバイヤー等に配付した。 

    作成部数：１０００部 

    成 果 等：商談までに至らなかったバイヤー等にも自社や商品の紹介を行え、今後の

取引拡大につなげることができました。 

   「円舘工芸舎商品パンフレットの作成・配布」 

    実施時期：２月７日（水）10：00～18：00、２月８日（木）10：00～18：00 

         ２月９日（金）10：00～17：00 

    作成内容：日本の工芸品として原材料の希少価値の高さを訴求する内容と商品の製造

技術の高さを伝える内容のパンフレットを作成し、自社ブースに来られた

バイヤー等に配付した。 

    作成部数：１０００部 

    成 果 等：商談までに至らなかったバイヤー等にも自社や商品の紹介を行え、自社の

製造技術の高さを訴えることができ、今後の取引拡大につなげることがで

きました。 

 

【経営指導員等の支援能力向上】 

   「平成29年度 第２回経営安定対策事業研修会（事業承継）」 

    日  時：平成２９年１０月４日（水）13：30～19：30 

            〃 １０月５日（木）09：30～14：40 

    開催場所：TKP御茶ノ水カンファレンスセンター（東京都） 

    出 席 者：河野 聡 
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    主  催：日本商工会議所 中小企業振興部 

    成 果 等：事業承継を進める上でのノウハウを学ぶことができ、当所としても事業承

継に関する相談・支援のノウハウの構築につながった。 

   「平成29年度 創業支援担当者研修会」 

    日  時：平成２９年１２月７日（木）13：00～20：00 

            〃 １２月８日（金）09：00～17：10 

    開催場所：コンファレンススクエア（東京都） 

    出 席 者：伊藤 健一 

    主  催：日本商工会議所 中小企業振興部 

    成 果 等：創業支援のノウハウを学ぶことができ、効果の高い支援が可能となった 

         あわせて当所における創業支援のノウハウの構築につながった。 

 

（13）消費税軽減税率対策窓口相談等事業 

１．セミナー・講習会・経営指導員等向け研修会を開催。 

「今更聞けない決算書の見方、教えます！基礎から分かる！決算書の授業」 

日 時 １０月１８日 

講 師 中小企業診断士 加藤敦子 氏 

２．巡回・窓口相談、個別相談等を実施。 

消費税率の引上げ、軽減税率制度の導入に備え、事業者の経営力の強化を図った。 

３．広報ツールの配布 

政府や日本商工会議所が作成したチラシ・小冊子等のツールを事業者へ配布。 

 

（14）受 託 事 業 

・小規模企業共済       中小企業基盤整備機構 

・中小企業倒産防止共済          〃 

・中小企業退職金共済      勤労者退職金共済機構 

・労働保険事務組合       労働基準局・北海道商工労働観光部 
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８．登 録 

（１）法  定  台  帳 

   商取引紹介（照会）斡旋に活用した。 

・作成（又は訂正）年月日  平成２９年４月１日～平成２９年９月３０日 

   ・登録業者数  ２６８名 

   

９．会 館 ・ 事 務 所 等 

（１）土     地 

※ 美幌経済センター敷地地積             １，７６８．０４㎡ 

   ① 美幌町有地  無償借受使用           ９２７．２３㎡ 

     所   在  美幌町字仲町１丁目４４番１ 

   ② 美幌商工会議所所有地              ８４０．８１㎡ 

     所   在   美幌町字仲町１丁目４４番２  （４９５．０６㎡） 

     所   在   美幌町字仲町１丁目１番１   （３３７．２６㎡） 

     所   在   美幌町字仲町１丁目８５番２    （８．４９㎡） 

  ※ 美幌峠売店休憩地地積       ７３８㎡ 

     国 有 地   網走営林署より有償借受け 

     所  在   美幌町字古梅国有林網走事業区２７林班ちりヲ小班 

（２）建     物 

  美幌商工会議所の所有する主たる建物及び物件 

 

◎ 美幌経済センター      

ＲＣ造（一部ＳＲＣ造）  ３階建 

    １階 ４５０．７８㎡（内 町所有 ２９７．１６㎡、会議所所有 

    ９３．０７㎡、共有 ６０．５５㎡） 

    ２階 ４２４．８７㎡ 

    ３階 ４５０．２４㎡ ＰＨ階２７．２５㎡    

合 計  １，３５３．１４㎡ 

◎ 美幌峠レストハウス      

鉄骨造  ２階建 

    １階 ５６０．２０㎡ 

    ２階 ５２３．６５㎡（内 町所有 ４８８．６２㎡／会議所所有 ３５．０３㎡） 

                           合 計  １，０８３．８５㎡ 

（３）施     設 

 

 ◎ 美幌経済センター 

美 幌 商 工 会 議 所 の 所 有 す る 経 済 セ ン タ ー を 本 町 産 業 経 済 の 発 展並  

び に 社 会 福 祉 の た め 、 適 当 と 認 め る 集 会 行 事 に 対 し 、 美 幌 経 済セ ン  

タ ー 運 営 規 程 に 基 づ き 貸 与 し た 。 
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◎ 美幌経済センター会議室使用状況 

         （  ）内は２８年度 

月 第 ２ 研 修 室 大会議室Ａ 大 会 議 室 Ｂ 大 会 議 室 合    計 

４    １１（２）   ０（０）    ７（３） ０（０） １８（５） 

５   １３（８）    ０（０）   ５（６）    ０（０） １８（１４） 

６   １６（９）    ２（１）    ９（７）   ２（１） ２９（１８） 

７    ７（１３）    ０（２）    ８（６）    ２（３） １７（２４） 

８  １０（７） ０（０）       ６（７）    １（２） １７（１６） 

９   １４（１１）    ０（１）    ７（２）    ６（６） ２７（２０） 

１０ １２（１１） ０（０） ８（６） ３（１） ２３（１８） 

１１ １６（７） ０（１） ７（８） ２（２） ２５（１８） 

１２ １３（４） １（０） ４（５） ３（２） ２１（１１） 

１ １０（６） ０（０） ５（３） １（１） １６（１０） 

２ １４（１１） ０（０） ２（３） ３（２） １９（１６） 

３ １８（１１） ０（０） ３（４） ３（３） ２４（１８） 

合計 １５４（１００）   ３（５） ７１（６０）  ２６（２３） ２５４(１８８) 

 

◎ 貸   室   ２ 室 

    美 幌 建 設 業 協 会 ／ 美 幌 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ                

 

◎ 美 幌 峠 レ ス ト ハ ウ ス （ ㈱美幌峠物産館 ） 
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１０．関係団体への加入及び連携 

（１）日本商工会議所 

 イ 所属委員会 

・観光委員会                 委   員 

・地域活性化委員会              委   員 

会     議     名 月  日 出 席 者 場 所 

全国観光振興大会 １１．９ 前 橋 市 会 頭 

 

（２）北海道商工会議所連合会 

 イ 所属委員会 

・観光振興委員会                副委員長 

・産業振興委員会                委  員 

・環境対策委員会                 委  員 

ロ 会議等出席 

会     議     名 月  日 出 席 者 場 所 

東北海道商工会議所専務理事・事務局長会議 

オホーツク管内商工会議所会頭会議 

東北海道商工会議所会頭会議 

全道商工会議所専務理事会議 

東北海道商工会議所連絡協議会要望活動 

北海道商工会議所連合会通常会員総会 

全道商工会議所会頭政策懇談会 

全道商工会議所専務理事会議 

北海道・東北商工会議所連絡協議会 

東北海道商工会議所専務理事・事務局長会議 

オホーツク管内商工会議所会頭会議 

全道商工会議所事務局長会議 

オホーツク管内商工会議所専務理事・事務局長会議 

全道商工会議所専務理事会議 

北海道商工会議所連合会会員総会 

４． ７ 

４．２５ 

５．１１ 

５．１５ 

６．６～７ 

６． ７ 

７． ７ 

８．２２ 

８．２９ 

１０．１８ 

１０．２４ 

１１．２８ 

１．２９ 

２． ７ 

３. ９ 

専務理事他 

会 頭 他 

会 頭 

専 務 理 事 

会 頭 他 

会 頭 他 

会 頭 

専 務 理 事 

会 頭 

専務理事他 

会 頭 他 

深 田 次 長 

専務理事他 

専 務 理 事 

会 頭 他 

釧 路 市 

北 見 市 

北 見 市 

札 幌 市 

札 幌 市 

札 幌 市 

室 蘭 市 

苫小牧市 

青 森 市 

温 根 湯 

美 幌 町 

旭 川 市 

網 走 市 

札 幌 市 

札 幌 市 

 

ハ 大会・協議会等 

  ・第６７回全道商工会議所大会 

   日 時  平成２９年７月７・８日 

   場 所  室蘭市 

出席者  会   頭   後 藤 哲 也 

専務理事  横 山 清 美 

 

・第９７回東北海道商工会議所連絡協議会 

   日 時  平成２９年５月１１日 

場 所  北見市 

出席者  会  頭 後藤 哲也 

        副 会 頭 長岡 敬幸・中村 仁郎・中川 寿一 
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        専務理事 横山 清美 

        常 議 員 古舘 繁夫・宮田 博行・池  功司・大野 秀樹・加藤 秀二  

高橋 清文 

        事 務 局 河野  聡 

 

（３）その他の団体 

    北海道中小企業総合支援センター      

    中小企業オホーツク公和会         

    網走管内職業能力開発協会         

    美幌町防火管理連絡協議会         

    北海道火災共済協同組合 

北海道中小企業共済協同組合 

    北見職安管内労働保険事務組合連合会 

    北海道社会保険協会北見支部 

    北海道ＩＬＯ協会北見地方支部 

    網走地方職業病防止対策連絡協議会 

    美幌観光物産協会 

    北見電信電話ユーザー協会 

    美幌地区危険物安全協会 

    美幌地区交通安全協会 

エイチ・イー・エス推進機構 

北見工業大学地域共同研究センター 

東京農業大学生物産業学部協力会 

エア・ドゥオホーツク友の会 

オホーツク物産振興協議会 

    ベストウイズクラブ 

北方圏センター 

 

（４）町内下記団体の事務代行若しくは、その指導及び事業に協力した。 

   （公社）網走地方法人会美幌支部 

美幌青色申告会 

美幌町連合商店会   

    美幌自衛隊退職者雇用協議会 

美幌警察官友の会 

（協）スマッピーカードびほろ 

   （同）びほろ笑顔プロジェクト 

（同）びほろ宅配・便利サービスプロジェクト 
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（５）諸会議等の出席 

会 議 等 名 称 月 日 出 席 者 場 所 

東京美幌会 

ＬＳＩ打合せ 

青年部役員会 

美幌高校入学式 

美幌駐屯地入隊式 

和牛まつり実行委員会 

通年雇用協議会監査 

観光物産協会定例会議 

連合商店会青年会 

職訓校修了式・入校式 

自衛隊協力会幹事会 

道補助金実績審査 

みどり就労センター監査 

スマッピーカードびほろ理事会 

雇用施策説明会 

美幌観光物産協会理事会 

暴力追放推進協議会総会 

総合振興局産業・雇用施策説明会 

オホーツク地域雇用ネットワーク会議 

自衛隊協力会役員会、総会 

夏まつり実行委員会 

安全安心を語る会 

法人会美幌支部役員会 

宅配・便利サービス社員総会 

スマッピーカードびほろ企画委員会 

アクサ共済制度勉強会 

ジョブカフェ連絡会議 

美幌伝道大使任命式 

青色申告会連合会総会 

網走地方法人会美幌支部総会 

網走地方法人会総会 

みどりの村理事会 

青少年育成協議会総会 

和牛和まつり実行委員会 

美幌峠まつり 

女満別空港利用促進協議会幹事会 

生き活き商店街総会 

女満別空港ビル監査役会 

連合商店会役員会 

女満別空港ビル取締役会 

信用保証協会意見交換会 

管内経営指導員連絡協議会 

戦没者慰霊祭 

青色申告会役員会 

美幌高校学校評議員会 

経営発達計画評価会 

自衛隊退職者雇用協議会総会 
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会頭 

深田次長 

伊藤課長 

会頭他 

専務理事 
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深田次長 

専務理事 

深田次長他 

専務理事 
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深田次長 
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深田次長 

深田次長 

専務理事 

専務理事 

深田次長 

深田次長 

会頭他 

会頭他 

会頭 

専務理事 

専務理事 

深田次長 

河野係長 

伊藤課長 

専務理事 

河野係長 

専務理事 

専務理事 

専務理事 

専務理事 

専務理事 

中村副会頭 

専務理事 

深田次長 

会頭 

専務理事他 

会頭 

伊藤課長 

伊藤課長 

会頭 

河野係長他 

専務理事 

伊藤課長他 

会頭他 

東京 

当所 

当所 

美幌高校 

駐屯地 

役場 

当所 

役場 

当所 

職業訓練校 

当所 

札幌 

就労センター 

当所 

網走市 

グランドホテル 

しゃきっとプラザ 

網走市 

網走市 

駐屯地 

当所 

グランドホテル 

当所 

当所 

当所 

北見市 

北見市 

しゃきっとプラザ 

網走市 

当所 

網走市 

グリーンビレッジ 

マナビティセンター 

役場 

美幌峠 

大空町 

肉の割烹田村 

女満別空港ビル 

当所 

女満別空港ビル 

北見市 

北見市 

しゃきっとプラザ 

しゃきっとプラザ 

美幌高校 

当所 

当所 



（      ） 

 

５８ 

警察友の会定期総会 

スマッピー企画委員会 

エア・ドゥオホーツク友の会 

美幌駐屯地修了式 

スマッピーカードびほろ理事会 

スマッピータブレット端末機操作説明会 

女満別空港ビル株主総会 

観光物産定例会 

美幌伝道大使協議会 

札幌美幌会 

びほろ夏まつり実行委員会 

美幌観光和牛まつり 

美幌駐屯地記念式典 

農林水産省現地調査 

スマッピー企画委員会 

中小企業支援ネットワーク会議 

観光物産協会観光委員会 

美幌みらい農業センターとの打合せ 

日本商工会議所専門家派遣 

まちゼミ実行委員会 

法人会美幌支部役員会 

びほろ夏まつり実行委員会 

連合商店会正副会長会議 

体育を語る夕べ 

スマッピーカードびほろ理事会 

手作り出店実行委員会 

次世代育成支援協議会 

デュアスロン開会式 

連合商店会正副会長会議 

共済担当者会議 

事業承継ネットワーク会議 

労保連北見地区役員会・総会 

夏まつり実行委員会 

和牛まつり実行委員会 

まちゼミ打合せ 

絵画コンクール審査会 

びほろブランド認証委員会 

冬まつりイベント部会 

管内経営指導員連絡協議会 

まちゼミ打合せ 

びほろブランド推進協議会 

冬まつり実行委員会 

全道法人会大会 

みどりの村ふれあいまつり 

冬まつりイベント部会 

スマッピー企画委員会 

空港ビル臨時株主総会 

スタンプカード協議会 

夏まつり実行委員会 
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１０．１１ 

１０．１２ 

１０．１３ 

１０．１３ 

会頭他 

深田次長 

専務理事 

会頭 

深田次長 

深田次長 

会頭 

専務理事 

専務理事他 

会頭 

会頭他 

専務理事他 

会頭他 

会頭他 

深田次長 

伊藤課長 

専務理事 

伊藤課長 

専務理事他 

深田次長 

専務理事 

会頭他 

深田次長 

会頭 

深田次長 

専務理事 

専務理事 

会頭 

深田次長 

河野係長 

伊藤課長 

専務理事 

専務理事他 

専務理事他 

深田次長 

専務理事 

会頭他 

専務理事 

伊藤課長 

深田次長 

会頭他 

専務理事 

専務理事 

専務理事 

専務理事 

深田次長 

会頭 

深田次長 

会頭他 

当所 

さらら 

網走市 

駐屯地 

当所 

当所 

湖南荘 

役場 

当所 

札幌市 

当所 

湖畔公園 

駐屯地 

当所 

当所 

網走市 

役場 

当所 

当所 

当所 

当所 

当所 

当所 

グランドホテル 

当所 

しゃきっとプラザ 

しゃきっとプラザ 

グランドホテル 

当所 

北見市 

北見市 

北見市 

当所 

とまり木 

当所 

マナセン 

しゃきっとプラザ東

当所 

当所 

当所 

当所 

当所 

北見市 

みどりの村 

当所 

当所 

湖南荘 

富良野 

当所 



（      ） 

 

５９ 

中小企業相談所長会議 

スマッピーカード理事会 

びほろブランド認証式 

まちゼミ打合せ 

ＪＲシンポジウム 

観光協会観光振興委員会 

経営安定協議会 

テーマ別担当者会議 

保護士候補検討会 

観光物産定例会議 

冬まつりイベント部会 

スマッピー企画委員会 

連合商店会正副会長会議 

女満別空港ビル監査役会 

連合商店会青年会フォーラム 

スマッピーカード理事会 

峠の湯びほろ指定管理者選定委員会 

女満別空港ビル取締役会 

冬まつりイベント部会 

連合商店会青年会 

スマッピー企画委員会 

冬まつり実行委員会 

新年交礼パーティー 

ロータリークラブ家族会 

消防出初式 

美幌建設業協会新年交礼会 

成人の集い 

駐屯地成人祝賀会 

観光和牛まつり実行委員会 

町融資打合せ会議 

女満別空港ビル取締役会 

ベストウィズクラブ幹事会 

高橋道議新春の集い 

観光まちづくり協議会 

自衛隊家族会美幌地区懇親会 

スマッピー企画委員会 

冬まつりイベント部会 

税務指導連絡会議 

生き活き商店街新年会 

第３回わくわくドキドキパーティー 

峠の湯指定管理選考委員会 

スマッピーカード新年会 

管内経営指導員協議会 

美幌伝道大使推進協議会 

農福連携事業懇談 

スマッピーカード打合せ 

観光まちづくり協議会第８回幹事会 

スマッピー理事会 

鈴木宗男新春交礼会 
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２．１５ 

２．１５ 

２．２３ 

深田次長 

深田次長 

会頭他 

深田次長 

深田次長 

専務理事 

深田次長 

大平春香 

専務理事 

専務理事 

専務理事 

深田次長 

深田次長他 

専務理事 

深田次長 

深田次長 

専務理事 

専務理事 

専務理事 

深田次長 

深田次長 

専務理事 

会頭他 

専務理事 

専務理事 

専務理事 

会頭 

専務理事 

専務理事 

専務理事他 

専務理事 

専務理事 

専務理事 

伊藤課長 

会頭 

深田次長 

専務理事 

伊藤課長 

深田次長 

専務理事他 

専務理事 

深田次長 

伊藤課長 

専務理事 

専務理事 

深田次長 

会頭他 

深田次長 

中村副会頭 

札幌市 

当所 

当所 

当所 

北見市 

物産協会 

網走市 

温根湯 

ゆうあいセンター 

役場 

当所 

当所 

当所 

女満別空港ビル 

当所 

当所 

当所 

グランドホテル 

当所 

当所 

当所 

当所 

グランドホテル 
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消防署前 

グランドホテル 

びほーる 

駐屯地 

役場 

当所 

女満別空港ビル 

東京 
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当所 
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当所 

当所 

網走市 

肉の割烹田村 

当所 

役場 

チャンピオン 

遠軽 

しゃきっとプラザ 

しゃきっとプラザ 

当所 

当所 

当所 

グランドホテル 



（      ） 

 

６０ 

自衛隊入隊予定者を励ます会 

スマッピー総会 

美幌高校卒業式 

わくわくドキドキパーティー 

連合商店会正副会長会議 

美幌高等学校評議員会 

土谷耕治新春の集い 

安全安心を語る会 

連合商店会青年会 

防衛省東京美幌会 

レストハウス２階オープンセレモニー 

冬まつり実行委員会 

産業保健センター会議 

美幌きたしん会総会 

保護司会との懇談 

 

２．２４ 

２．２６ 

３．１ 

３．１ 

３．９ 

３．１０ 

３．１２ 

３．１３ 

３．１４ 

３．１５ 

３．１７ 

３．１９ 

３．１９ 

３．２７ 

３．２７ 

 

専務理事 

専務理事他 

会頭 

会頭 

専務理事他 

専務理事 

会頭他 

会頭他 

深田次長 

会頭他 

会頭他 

専務理事他 

専務理事 

深田次長 

会頭他 

 

グランドホテル 

当所 

美幌高校 

グランドホテル 

当所 

美幌高校 

グランドホテル 

グランドホテル 

当所 

しゃきっとプラザ 

美幌峠 

当所 

北見市 

グランドホテル 

当所 

 

１１．そ  の  他 
（１）人  口          １９，６８０人（平成３０年３月３１日現在） 

（２）商工業者           ９４１事業所（事業所統計） 

（３）小規模事業者数        ６７０事業所（事業所統計） 

 


